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特集／令和４年度垂水市施政方針

子どもたちの未来に希望を
市民の皆さんの幸せのために安心を



今 月 の ポ ス ト カ ー ド 表 面

P O S T  C A R D

平成 28 年度から、垂水市の魅力発信のために、広報たる

みずに「ポストカード」をご用意しました！家族や友人、

恋人に送って、垂水市のPRにご協力をお願いいたします！

◎ポストカードは、切り取り線に沿って切り取ってください。
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み ん な で 魅 力 発 信
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◎今月の表紙／垂水小学校の
１年生の皆さんが鉄道記念公
園に設置予定の遊具のパネル
を持って、元気いっぱいの笑
顔を見せてくれました。

◎１階市長席は、新型コロナウイルス感染症対策のため、当分の間、中止とさせていただきます。
　ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

　今月号の特集は「令和４年度垂水
市施政方針」です。垂水市長就任以来、

『垂水市の発展・市民の幸福』の理念
の下、私なりにベストを尽くしてま
いりました。先月、3 月 18 日の第 1
回垂水市議会定例会において全議案
の可決を頂き、令和４年度は特別会
計等も含めた総予算約 182 億円でス
タートすることとなります。
　まず、各事業を推進するためには
お金が必要です。垂水市の財政状況
を気に掛ける方もおられると思いま
す。９ページで、垂水市の財政状況
について、Ｈ 16 年とＲ３年の比較が
示されております。H16 年当時、約
114 億円あった借金は約 66 億円まで
減らし、約 9 億円だった貯金は約 46
億円まで増やし、単純計算で約 85 億
円分、財政状況が改善してきていま
す。財政を改善しつつ、具体的には

３つの挑戦【未来・安心・経済】に
力強く積極的に取組んでまいります。
　特に未来への挑戦では、子育て支
援を充実させ、垂水の未来を担う子
どもたちに希望をもたらしたいと
思っています。
　安心への挑戦では、平成 29 年度
より続く垂水元気プロジェクトを軸
に、市民の皆さんの幸せの基盤であ
る健康を増進させるとともに、防災・
福祉の施策も充実させてまいります。
　経済への挑戦では、アフターコロ
ナを見据え、農林水産業等への支援
を充実させてまいります。
　明日（未来）を明るくする為、希
望の種をまき、水をやり、豊かさを
共有する令和４年度にしたいと思い
ます。
　市民の皆様のご理解ご協力を心か
ら宜しくお願い申し上げます。

こ ち ら
市 長 室

市長コラム

市長の動きは
WEB からご覧
いただけます。

過去の
絶妙景観

本号
（４月号）

絶妙景観

絶 妙 景 観
垂 水 市
Exquisite View

Second season

水 之 上

菜 の 花 畑

鹿 児 島 県 垂 水 市
2022 年（ 令 和 ４ 年 ）
4 月 1 日 発 行 ／ No.132

絶 妙 景 観
垂 水 市
Exquisite View

Second season

早 咲 き 桜 と 錦 江 湾
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〔 広報担当のシネマのススメ 〕

1 キネパス
スマートフォンで
簡単に映画予約できる
アプリを活用！

2 自動発券機
鹿児島ミッテ 10 では自動発券機で
チケットを発券！キネパスをご利用
の方は QR コードをかざすだけで
チケットを発券できちゃいます！

上映作品は、急遽予定が変更となる場合がございます。ご了承ください。

新しい感動をあなたへ！

鹿児島ミッテ 10 へ Let's  go ！ 新作
映画

鹿児島ミッテ 10 より シネマクーポン廃止のお知らせ
　平成 23 年より、皆様に提供させていただいておりましたシネマクーポンは

「新しい生活様式」・「新サービス料金の案内」に合わせ、鹿児島ミッテ 10 運
営方針の変更により廃止することとなりました。
　今後、より多くのお客様にサービスが提供できるよう努めて参ります。
ご迷惑をお掛けしますが、何卒ご理解のほどよろしくお願いします。

3 2022 年新料金
◎一般 1,900 円
◎大学・専門学生 1,500 円
◎高校・中学・小人（3歳以上）1,000 円
◎シニア（60歳以上）1,200 円

【水曜サービスデイ】
毎週水曜は料金が 1,200 円

【ペア 50 割】
どちらかが 50 歳以上の２名
１組様で料金が 2,800 円

新サービス

み ん な で 魅 力 発 信

今 月 の ポ ス ト カ ー ド 裏 面

P O S T  C A R D

◎ポストカードは、切り取り線に沿って切り取ってください。

POST  CARD

POST  CARD

〔
キ
リ
ト
リ
線
〕

新型コロナウイルス感染症
予防に関するご案内

必ずマスクの着用をお願いします。
マスク未着用の場合は
ご入場をお断りさせていただきます。

マスク着用のお願い

 ファンタスティック・ビースト
とダンブルドアの秘密

金
公開 4 / 8 金

公開 4 / 15 金

公開 4 / 22 金
公開 4 / 22 金

公開 4 / 29 金
公開 4 / 29 金

名探偵コナン
ハロウィンの花嫁

劇場版 Free ！ 
the Final Stroke 後編

ホリック
xxxHOLiC

公開 4 / 1 金
公開 4 / 8 金

とんびモービウス

映画 クレヨンしんちゃん
もののけニンジャ珍風伝 ラジエーションハウス

42022（令和 4）4月 - 広報たるみず
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市の財政状況、貯金と借金のこれまで
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現在差

19.9
億円

垂水市の財政状況ってどうなの？

ふるさと納税
平成 20 年度より事業を開始したふるさと納
税では、平成 20 年度の 1,470 万円から、令
和２年度は約 12 億 1,000 万円と大幅に寄附
額を伸ばし、市の様々な事業の財源として活
用されています。

貯金が増えた、借金が減った主な理由
どうして改善できているの？

最大差

105.3
億円

一般会計予算総額

115 億 2,200 万円

人件費削減
平成 17 年度より、新行政改革大綱に基づく
新たな定員適正化計画が策定され、平成 17
年度当初 285 名おりました職員数は、現在
235 名まで削減し、人件費は 16.7 億円余り
まで削減となっています。

1,470 万円

12 億円 25 億円

平成 20 年度

令和 2 年度

予算編成  のポイントと  財政状況

子育て支援、教育に力をPoint

１
妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援、GIGA スクール関連事業を拡充、新型コ
ロナウイルス感染症への対応などで負担が増加している保育士の支援など

7,445 万 8 千円

市民の安心安全に力をPoint

２
市民の健康維持・健康長寿のための取組、防災対策や市道や農道などの道路管理、
高齢者の医療支援や介護支援、水道や住宅など生活基盤の充実を図る

 　つの新規事業を創設

地元産業発展に力をPoint

３
アフターコロナを見据え、商工業、農林水産業、畜産業への各事業を推進し、垂水
市内の消費、市外・県外・国外への流通を発展させることで、稼ぐ力の向上を図る

貯金を崩さず各事業を実行Point

４
家計で例えると、いざという時の為の貯金を取り崩すことなく事業を実施

（＝財政調整基金の取り崩しなし）

令和３年度残高見込み

13 億 8,001 万 1 千円

令和２年度残高

11 億 1,477 万 8 千円
貯金額増加！

道路工事や災害復旧に要する費用をPoint

５
地域からの声を反映し、道路工事費や災害復旧費を増額

いざという時の為の貯金残高（＝財政調整基金残高）

令和４年度当初予算

15 億 1,405 万 3 千円

令和３年度事業費

12 億 562 万 4 千円
25.6％増額！

道路工事などへの事業費（＝普通建設事業費、災害復旧事業費）

ざっくり

解説

114.0

94.7

77.7
62.5 63.3 65.7

  平成 17 年度
（臨時職員は除く）

16.7億円

  令和 2 年度
（会計年度職員は除く）

※臨時財政対策債は、本来交付されるべき地方交付税の振替として発行されるもので、
　元利償還金は 100％交付税措置されることとなっている。

関連予算
前年比 24.4％増

　 つの新規事業を創設

市債

臨時財政対策債を除く市債

財政調整基金やふるさと応
援基金などの各基金の合計

※その他、垂水市市有施設整備基金の設置、管理及び処分に関する
　条例の制定等も貯金が増えた要因となっています。

※その他、財政改革プログラムによる事務事業の見直し等により、
公債費についても 14 億円から 10 億円余りまで削減となっています。

７

３

前年度比

5.7％ 増 

25.6 % 増

借金

貯金

H16 年とＲ３年を比較

85.4 億円 

改善
平成 16 年
105.3 億円

令和３年
19.9 億円－

126.1

96.8
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歳入

115 億
2,200 万円

自主・依存財源割合
■自主財源（36.1%）

　41 億 7,456 万 7 千円
　※垂水市が自ら収納できる財源

■依存財源（63.9%）

　73 億 4,743 万 3 千円
　※国・県からの交付金や借入れ
　　による財源

①市税（11.6%）
　13 億 3,615 万円

⑩市債（6.7%）
　7 億 7,040 万円

⑪地方消費税
　交付金（2.6%）
　3 億円

⑫地方譲与税ほか（1.2%）
　1 億 2,197 万 8 千円

②繰越金（1.0%）
　1 億 2,000 万円

③諸収入（2.4%）
　2 億 7,822 万 1 千円

④使用料
　・手数料ほか（1.1%）
　1 億 3,176 万 1 千円

⑤寄附金（10.4%）
　12 億 531 万 7 千円

⑥繰入金ほか（9.6%）
　11 億 311 万 8 千円

⑦地方交付税（34.6%）39 億 8,670 万円

⑧国庫支出金（11.9%）
　13 億 7,368 万 9 千円

⑨県支出金（6.9%）
　7 億 9,466 万 6 千円

性質別歳出割合

⑥維持補修費（0.8%）
　9,477 万 4 千円

⑧災害復旧事業費
　（2.7%）
　3 億 2,060 万 7 千円

⑪貸付金ほか（2.2%）
　2 億 5,400 万円

⑩積立金（10.5%）
　12 億 372 万 9 千円

①人件費（18.4%）
　21 億 1,244 万 9 千円

③公債費（9.3%）
　10 億 7,879 万 5 千円

②扶助費（15.8%）
　18 億 1,975 万
　　　　　1 千円

⑤補助費等（12.7%）
　14 億 6,101 万 6 千円

④物件費（10.2%）
　11 億 7,797 万 6 千円

⑨繰出金（7.0%）
　8 億 545 万 7 千円

⑦普通建設事業費
　（10.4%）
　11 億 9,344 万 6 千円

歳出

115 億
 2,200 万円

投資的
経費

その他

消費的
経費

義務的
経費

　市税は、コロナウイルスに伴う景気後退が見込まれることから、

13 億 3,615 万円（▲ 0.2％）を計上し、本市歳入の柱である地方

交付税は、国の地方財政計画を参考に 39 億 8,670 万円（+1.8％）

を計上しています。また、市債は、道路橋梁整備事業等７億 7,040

万円（+11.6％）を借入れる予定です。そのほか、事業にあわせ国

県支出金を約 21 億 6,835 万 5 千円、ふるさと応援基金等からの繰

入金を約 10 億 8,107 万円 1 千円計上しております。なお、ふるさ

と応援寄附金は、12 億円を計上しております。

歳入について
　性質別では、投資的経費が前年度比 3 億

842 万 9 千円 (+25.6%) の増となりました。

そのうち普通建設事業費は市道・農道・林道

整備事業等の増により前年度比 1 億 8,470 万

5 千円の増、災害復旧事業費は元垂水原田線

の地すべり災害復旧事業及び垂水島津家墓所

災害復旧事業により前年度比 1 億 2,372 万 4

千円の増となっております。

歳出について

■投資的経費（13.1%）

　15 億 1,405 万 3 千円
　※道路建設などの公共事業費や国

　および県等の公共事業への負担額

■その他経費（19.7%）

　22 億 6,318 万 6 千円

■義務的経費（43.5%）

　50 億 1,099 万 5 千円
　※義務付けられている経費

■消費的経費（23.7%）

　27 億 3,376 万 6 千円
　※形を残さない性質の経費

一般会計　歳入

まとめ
　市の予算は、上記の一般会計に加え、国民健康保険や地方卸売市場等の８つの特別会

計と水道事業及び病院事業の２つの事業会計から構成されています。財政運営において

は、ふるさと応援寄附金等による歳入確保、定員適正化計画等による人件費の抑制等を

進めることで財務諸表等の数値は概ね改善されてきました。

　しかし、本市の財政状況は、地方交付税をはじめとする依存財源の割合が大きく、国

の状況で財政運営が左右される財政構造から脱していないため、今後も弾力的で足腰の

強い財政構造を構築し、将来にわたって持続可能な財政基盤の確立を図ってまいります。

市民一人当たりの当初予算

　令和 4 年度一般会計当初予算の 115 億 2,200 万円という数字をイ

メージしやすいように、市民のみなさん一人あたりに相当する歳出

額（支出する金額）を算出しました。今年度は、 833,900 円 / 人で

昨年度の 765,590 円 / 人より、68,310 円の増額となりました。

833,900 円

一般会計　歳出
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令和４年第１回垂水市議会定例会では、令和４年度施政方針と予算について活発な議論が交わされたのち、議決（承認）を
いただきました。ご理解をいただきました市議会議員の皆様、ありがとうございました。

私
の
市
長
と
し
て
の
最
大
の
使
命
は
、

先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
た
、
こ
の
ま
ち

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
で
あ
り
、

平
成
23
年
に
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、

「
垂
水
市
の
発
展
」
と
「
市
民
の
幸
福
」

の
実
現
を
政
治
理
念
に
掲
げ
、
日
々

「
元
気
な
垂
水
市
を
つ
く
る
」
と
い
う

強
い
信
念
の
も
と
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、「
安
心
安
全
で
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
市
民
の
皆
様
に
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
ま
た
、「
九
つ
の
彩
り
豊

か
に
健
や
か
な
人
を
育
む
ま
ち
垂
水
」

を
、
ま
ち
の
将
来
像
と
す
る
第
５
次
垂

水
市
総
合
計
画
の
実
現
の
た
め
、
市

政
の
発
展
に
全
力
で
邁
進
す
る
決
意

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

垂
水
市
を
発
展
さ
せ
、
市
民
の
皆
様

の
幸
福
を
実
現
す
る
た
め
に
、
第
一

に
「
市
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、

対
話
を
重
視
し
て
い
く
姿
勢
」、
第
二

に
「
市
民
と
行
政
と
の
情
報
共
有
の

た
め
の
積
極
的
な
情
報
発
信
と
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い
く
姿
勢
」、
第
三

に
「
国
、
県
及
び
近
隣
市
町
村
と
の

連
携
・
協
力
関
係
を
最
大
限
活
用
し

た
市
政
運
営
に
取
り
組
む
姿
勢
」
を

示
し
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
国
や
県
と

の
パ
イ
プ
を
活
か
し
な
が
ら
、
市
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
垂
水
市
は
、
国
の

予
算
の
状
況
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
踏
ま
え
、

各
事
業
の
成
果
に
重
点
を
お
い
て
、

予
算
の
質
を
高
め
る
こ
と
で
、
財
政

運
営
の
健
全
化
を
図
り
つ
つ
、
子
育

て
支
援
や
高
齢
者
対
策
、
市
民
の
安

心
安
全
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
関
連

す
る
事
業
費
を
優
先
し
て
予
算
編
成

い
た
し
ま
し
た
。
総
予
算
規
模
は
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
等
を
合
わ
せ
、

約
１
８
２
億
円
で
、
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
す
こ
と
な
く
編
成
で
き
た

ほ
か
、
普
通
建
設
費
等
の
投
資
的
経

費
は
、
地
域
の
声
を
反
映
し
、
25
・
６
％

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

元
気
な
垂
水
づ
く
り
、
市
民
の
皆

様
の
幸
福
の
た
め
に
「
未
来
・
安
心
・

経
済
」
３
つ
の
挑
戦
を
軸
と
し
た
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

経 済
「安心していきいきと暮

らせるまち」
「豊かな自然の恵みを次

世代へ受け継ぐまち」

「地域資源を活かした
賑わいのあるまち」

「次世代の担い手を育
成・支援するまち」

Economy
詳細は P22

安 心 未 来
Future

詳細は P14
Care

詳細は P18

３つの

垂
水
市
の
発
展

市
民
の
幸
福

理 念

対
話
を
重
視

積
極
的
な
情
報
発
信

国
・
県
・
近
隣
市
町
村
連
携

姿 勢
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親
に
と
っ
て
、
地
域
に
と
っ

て
、
大
切
な
宝
物
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
、大
切
だ
か
ら
こ
そ
、

子
育
て
に
は
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
要
し
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も

が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
多
く

の
お
金
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
共

働
き
世
帯
の
増
加
と
核
家
族
化
が

進
む
現
代
、
垂
水
市
は
、「
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
」
と
「
子
育
て

世
代
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
と

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
を
重
点
施
策

と
し
、『
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
』
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

未来への挑戦

子育て世代支援関連予算

5,557 万 9 千円
（前年度比 208 万５千円増）

子育て期
サポート関連

安心して子どもを育てることので
きる環境づくり
　 ３歳児健康診査時屈折検査事業
◦ 保育所等副食費助成費
◦ 特別保育対策事業
◦ 母子衛生事業
◦ 未熟児養育医療事業

3,658 万 6 千円／保健課・福祉課目的

妊娠期
サポート関連

妊娠期の健康管理の充実及び経済
的負担の軽減を図る
　 多胎妊娠の妊婦健康診査支援事業
　 不育症検査費用助成事業
　 風しん予防接種補助事業
◦ 妊婦健康診査事業
◦ 不妊治療助成事業

745 万円／保健課

拡充

目的

包括的な
子育て支援関連

子どもに遊びの場を提供し、子育
てに関わるすべての人を支援する
　 子育て支援センター運営事業
◦ 子育て世代包括支援センター事業

拡充

目的

産後ケア関連

退院直後の母子に対して心身のケ
アや育児のサポート
　 産後ケア事業（デイケア型）
◦ 産後ケア事業（宿泊型・訪問型）
◦ 産婦健康診査事業

117 万円／保健課

拡充

目的

令
和
４
年
度
は
、
新
た
に
、
３
歳

児
の
視
力
検
査
の
精
度
を
上
げ

る
た
め
、
屈
折
検
査
を
実
施
す
る

ほ
か
、
多
胎
妊
娠
の
妊
婦
健
康
診

査
費
用
の
一
部
助
成
や
不
育
症

検
査
費
用
の
助
成
、
産
後
の
母
子

に
対
す
る
心
身
ケ
ア
を
行
う
デ

イ
ケ
ア
型
事
業
な
ど
を
創
設
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
継
続
し
て
実
施
し
て
お

り
ま
す
特
別
対
策
保
育
事
業
や

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
の
充
実
、
さ
ら
に
、
保
育
料
の

負
担
軽
減
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

拡充

新

新

新

新

新

1,037 万 3 千円／保健課・福祉課

拡

詳しい
事業内容は
市 HP から

▲支援全般 ▲医療費助成 ▲妊婦健診

新 ・・・令和４年度新規事業

拡 ・・・令和４年度拡充事業
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
対
応
等
が
続
く
教

育
・
保
育
の
最
前
線
で

従
事
さ
れ
て
い
る
、
幼
稚
園
・
保

育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
及
び
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
職
員
の
方
々
の
処

遇
改
善
の
た
め
、
処
遇
改
善
臨
時

特
例
事
業
を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
利

便
性
向
上
を
図
り
、
各

種
使
用
料
に
つ
い
て
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
を
可
能
に
し
、
さ
ら
に
、

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明

等
の
取
得
が
可
能
と
な
る
環
境
整

備
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、「
持

ち
帰
り
前
提
」
で
整
備

し
た
一
人
１
台
端
末
を

利
活
用
し
て
、
学
習
の
更
な
る
充

実
の
た
め
に
、
貸
し
出
し
用
の
モ

未来への

保育士
処遇改善

GIGA
スクール

デジタル
技術活用

保育士等処遇改善

感染症への対応などで負担が増加している教育・
保育の最前線で働く職員の処遇改善
幼稚園・保育所・認定こども園及び放課後児童クラブで働
く方々の処遇改善に必要な費用の補助を行う。

▶保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業／ 900 万円
▶放課後児童支援員等処遇改善臨時特例事業／ 300 万円

新規

目的

1,200 万円 ／福祉課

市税等の
支払い環境整備事業

納付者の利便性の向上及び現金取
り扱いの負担軽減を図る
各窓口での手数料や使用料についてスマ
ホアプリを用いたキャッシュレス決済納
付を導入する。

453 万 3 千円／会計課目的

コンビニ交付事業

証明書発行の利便性向上及びマイ
ナンバーカードの普及を図る
マイナンバーカードを利用し、住民票の
写しなどの各種証明書をコンビニで取得
できる環境を整備する。

2,649 万円／市民課

新規

目的

新規

GIGA スクール関連

「一人１台端末環境」を最大限利活用し GIGA スクール
構想の更なる発展と教育環境の充実を図る

目的

687 万 9 千円（54 万 1 千円増）

ICT 関連事業

端末持ち帰りの円滑化及び ICT 機
器の利活用支援
非常時のオンライン授業や日常的な端末
持ち帰りを円滑に進めるため、ネット環
境のない家庭の児童生徒への貸し出し用
モ バ イ ル Wi-Fi ル ー
タの増台。ICT 支援員
を各学校へ週１回配
置し、ICT 機器の利活
用を支援する。

667 万 9 千円／学校教育課目的

　GIGA スクールアド
バイザー招へい事業

児童生徒をはじめ、教職員や保護
者向け講演会等の充実を図る
教育の情報化や情報活用能力の育成、教
育工学の分野で全国的
な活躍をされている鹿
児島女子短期大学の渡
邉准教授を、アドバイ
ザーとして招へいし、

「 垂 水 ら し い GIGA ス
クール」を推進する。

20 万円／学校教育課目的

新規

▲渡邉准教授

Future
▲モバイル Wi-Fi ルータ

拡充

バ
イ
ル
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
を
増

台
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
や
授
業

と
家
庭
学
習
と
を
連
動
さ
せ
た
活

用
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

各
学
校
等
で
指
導
助
言
を
い
た
だ

く
、
垂
水
市
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
へ
い
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
活
用
し
、

質
の
高
い
授
業
を
展
開
す
る
な
ど
、

「
垂
水
ら
し
い
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
」
を
、
更
に
推
進
し
、
地
域
や

世
界
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成

を
目
指
し
、
更
な
る
教
育
環
境
の

整
備
、
教
育
活
動
の
工
夫
・
改
善

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
開
催
の
特
別
国

民
体
育
大
会
「
燃
ゆ
る
感

動
か
ご
し
ま
国
体
」
に
向

け
、
令
和
４
年
度
は
、
全
日
本
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
を
開
催
し
、

団
体
戦
を
は
じ
め
、
様
々
な
大
会

や
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
、
国
民

体
育
大
会
の
更
な
る
機
運
の
醸
成

に
取
り
組
み
ま
す
。

かごしま 
国体
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幸
せ
の
基
盤
で
あ
る
「
安

心
」
の
た
め
に
、
防
災
対

策
や
医
療
・
福
祉
な
ど
の
生
活
基

盤
の
充
実
の
た
め
の
各
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

垂
水
市
に
お
い
て
は
、
全
国
で

も
先
行
し
て
少
子
高
齢
社
会
を

迎
え
て
お
り
、
全
国
平
均
に
比
べ

て
社
会
保
障
費
を
支
え
る
世
代

と
支
え
ら
れ
る
世
代
の
人
数
に

不
均
衡
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
市
民
の
健
康
維
持
と
健
康
長

寿
を
目
的
と
し
て
、
鹿
児
島
大
学

心
臓
血
管
・
高
血
圧
内
科
学
の
大

石
充
教
授
を
垂
水
市
ス
ー
パ
ー

安心への挑戦
たるみず元気プロジェクト

鹿児島大学や垂水中央病院等関係団体と共同で、健康チェック等の事業に取
り組むことで、健康寿命の延伸、医療・介護職の人材確保及び人材育成を行
うとともに、高齢化社会の課題解決の「新しいモデルケース」の構築を図る

目的

1,251 万 5 千円／保健課
拡充

バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
平
成
29
年
度

か
ら
「
た
る
み
ず
元
気
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
令
和
３
年
度
は
、
感
染
対
策

を
し
っ
か
り
と
行
っ
た
上
で
実

施
し
、
参
加
者
か
ら
、
手
術
を
要

す
る
疾
患
が
発
見
さ
れ
る
な
ど
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
機
会
も

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り

ま
す
。
令
和
４
年
度
に
お
い
て

も
、
引
き
続
き
、
感
染
対
策
を
行

い
な
が
ら
、
時
間
の
効
率
化
な
ど

の
運
用
面
の
改
善
を
図
り
、
多
く

の
皆
様
に
参
加
し
や
す
い
環
境

を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

主な
内容

①健康チェック　②健康チェック報告会
③重症化高血圧 ZERO ！教室　④その他派生事業

健康チェック概要

健康チェックとは、40 歳以上の市民を対象に、無料で、約 20 年間にわたり、８分野、約 20 項
目の検査及び調査を実施することで、疾病予防や生命予後の改善による医療の発展だけでなく、
寝たきりの予防など、介護必要度が軽減し、最終的に医療費適正化に寄与しようとするものです。

令和３年度

満足度
99.8％

◎令和３年度健康チェックの様子

▲口腔検査 ▲筋肉量及び脂肪量の測定 ▲歩行速度の検査

▲保健師による問診 ▲心電図検査 ▲報告会での個別相談

早期発見につながった例

超早期ステージ０の口腔がんを発見
令和３年度の健康チェック参加者（80 代）

ご本人は口内炎だと思っていたが、口腔検査
時に医師から指摘を受け、鹿児島大学病院を
紹介され、受診した結果、超早期の口腔がん
が発見されました。検査を受けたご本人は「思
わぬ所が悪かったりするので、検査を受けた
方が良いと思う」と話されました。

（482 万 1 千円増）

〔       〕健康長寿
関連

調査から分かったこと【一例】

階段を多く使う人は骨量が低下しにくい
NEXMOseason2 vol.3（広報たるみず 10 月号）で解説

超音波を使用して、169 名のかかとの骨量を
測定した結果、外出を含めた屋
外の階段を、週８回以上使用し
ている人は、骨量が低下してい
る人の割合が少ないことが分か
りました。
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柊原団地建替事業

良質な住宅供給と住環境の提供による
安全で快適な住宅セーフティネットの構築
垂水市公営住宅等長寿命化計画に基づく柊原団地の建
替工事に係る基本設計業務を委託する。

▼ DATA
　築年数：62 年　棟数：２棟　戸数：10 戸

新規

目的

1,000 万円 ／土木課

農道等整備事業

農道等の農業用施設の維持管理を行い
農村環境保全を促進
農道等の路面補修や用排水路等の補修・除草・堆積土
砂除去等、維持管理作業が増加していることから、新
たに直営での環境整備班を創設し、多くの要望に対し
迅速に対応できる体制を強化する。

新規

目的

745 万 2 千円 ／農林課

▲現在の柊原団地

市役所庁舎耐震化事業

新耐震基準を満たしていない本庁舎及び
消防庁舎の耐震化を行う
市役所本庁舎と消防庁舎の耐震補強計画業務、実施設
計業務を委託する。

◦本庁舎耐震化事業／ 2,170 万円
◦消防庁舎耐震化事業／ 840 万円

新規

目的

3,010 万円 ／企画政策課

継続

高齢者の積極的な社会参加と健康
保持・増進、移動支援
65 歳以上の市民に、温泉やバス・タクシー
利用時に使用できる 3,000 円分のチケッ
トを交付する。

たるたるおでかけ
チケット交付事業

984 万円／福祉課目的

新規

避難する際に支援が必要な方の
個別支援計画づくりを推進
地域の参画を促し、防災の専門家ととも
に避難の実効性を確保した計画づくりを
推進する。

個別支援計画
作成推進業務委託

251 万 9 千円／総務課目的

老
朽
化
が
進
み
、
台
風

に
よ
る
雨
漏
り
や
飛
散

等
の
安
全
面
で
の
不
安

が
生
じ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度

は
、
垂
水
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
建
て
替
え
の

基
本
設
計
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

農
業
従
事
者
の
減
少
や

高
齢
化
に
よ
り
、
農
道

等
の
十
分
な
管
理
が
行

き
届
か
な
く
な
り
、
ま
た
、
用
排

水
路
等
の
補
修
・
除
草
・
堆
積
土

砂
除
去
等
の
作
業
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
に
、

直
営
で
の
環
境
整
備
班
を
創
設
し
、

多
く
の
要
望
に
迅
速
に
対
応
で
き

る
体
制
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

外
部
検
討
委
員
会
の
ご

意
見
、
市
議
会
の
ご
要

望
を
踏
ま
え
、
市
役
所

本
庁
舎
と
消
防
庁
舎
の
耐
震
補
強

計
画
の
業
務
委
託
、
実
施
設
計
の

業
務
委
託
を
行
い
ま
す
。

安心へのCare
近
年
の
大
規
模
災
害
や

想
定
外
の
気
象
現
象
等

に
よ
り
、
行
政
に
よ
る

防
災
対
策
に
加
え
、
住
民
主
体
の

防
災
対
策
強
化
も
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
事
業
で
は
、
防
災
の
専

門
家
が
地
域
に
入
り
、
地
区
防
災

計
画
の
作
成
や
危
険
個
所
の
把
握
、

避
難
行
動
時
に
支
援
が
必
要
な
方

の
個
別
計
画
作
成
を
地
域
と
一
緒

に
行
い
ま
す
。

　
「
自
身
の
安
全
は
自
分
で
守
る
」

自
助
、「
地
域
の
安
全
は
地
域
が
共

同
し
て
守
る
」
互
助
・
共
助
が
防

災
の
要
と
な
り
ま
す
。
本
事
業
に

よ
り
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

65
歳
以
上
の
市
民
を
対

象
に
、
温
泉
施
設
や
バ

ス
等
の
利
用
時
に
使
用

可
能
な
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
す
る
こ

と
で
、
高
齢
者
の
積
極
的
な
社
会

参
加
と
健
康
保
持
・
増
進
、
移
動

支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

柊原団地
建替事業

農道等
整備事業

庁舎耐震
化事業

個別支援
計画作成

おでかけ
チケット
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
猛
威
は
、
全
て
の

産
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。

　

垂
水
市
で
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
、
商
工
業
、
農
林
水

産
業
、
畜
産
業
な
ど
の
各
産
業
に

潤
い
を
も
た
ら
す
べ
く
、
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
業
販
路
拡
大
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
販
路
拡
大
に
つ
な

が
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
出
展
費
用

等
の
一
部
を
補
助
し
、
販
路
開
拓

を
支
援
し
、
ま
た
、
人
工
種
苗
購

入
助
成
事
業
で
は
、
ブ
リ
・
カ
ン

経済への挑戦

パ
チ
の
安
定
的
な
供
給
及
び
持

続
可
能
な
養
殖
業
維
持
の
た
め
、

人
工
種
苗
の
購
入
に
係
る
経
費

の
一
部
を
補
助
い
た
し
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
支
援
に
つ
い
て

は
、
経
営
が
不
安
定
な
就
農
初

期
段
階
か
ら
支
援
を
行
い
、
新
規

就
農
者
が
農
業
に
専
念
で
き
る

環
境
を
整
備
し
、
新
規
就
農
者
の

確
保
と
６
次
産
業
化
に
係
る
設

備
等
導
入
補
助
な
ど
、
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
両
面
か
ら
支
援
す
る
こ

と
で
、
就
農
者
の
意
欲
向
上
、
営

農
定
着
、
後
継
者
育
成
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

水産業経営安定化

　水産業販路拡大支援事業補助金／ 100 万円
　販路拡大に繋がるイベント等の経費に係る補助金（1/3）

　人工種苗購入助成事業／ 324 万 7 千円
　人工種苗購入経費に係る補助金（1/10）

目的

424 万 7 千円 ／水産商工観光課

水産物の国内外での販路拡大を図り、人工種苗
を利用して、安全・安心・安定的な供給を図る

▲タイの日本市場でのイベントの様子

新規就農者支援
目的

908 万円 ／農林課

新たに農業を始める方に、農業に専念できる環境
を整備し、意欲向上、後継者育成と定着を図る
　新規就農者支援対策事業
　生活支援事業：月額３万円（最長３年間）
　機械整備事業：営農に必要な機械購入補助（上限 100 万円）
◦新規就農者施設等整備事業／防災営農対策事業活用
◦垂水市就農前研修受入事業／研修受入農家に月 5 万円
◦農業次世代人材投資資金事業／認定された新規就農者に年 150 万（最長３年間）

（274 万 7 千円増）

拡充

新

拡充

拡

拡
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商工業
振興

森林環境譲与税事業

① 森林整備の推進
② 森林炭素マイレージ交付金
③ 松林保護対策

目的

1,496 万 7 千円 ／農林課

木材利用・土砂災害防止・地球温暖化防止等の
ため、森林資源の循環型利用の促進に取組む

全国和牛共進会関連
目的

217 万 6 千円 ／農林課

５年に一度開催される「和牛の祭典」である
全国和牛能力共進会に出展される皆様を支援
◦第 12 回全国和牛能力共進会鹿児島大会の運営支援
　開催期間：令和 4 年 10 月 6 日～ 10 月 10 日

　新規就農者等肉用牛舎建設対策事業援
　肉用牛経営に参入する新規就農者等の生産基盤で  
　ある牛舎建設に対する補助金の拡充

プレミアム付商品券事業補助金

地域経済の活性化及び地元消費の拡大
地域振興に貢献する、地元商店等において共通して
使用できるプレミアム付商品券を発行（3,000 円分を
2,500 円で販売）

▼ DATA
　令和３年度実績額：1 億 1,425 万円   （6 月と 12 月の２回）

新規

目的

5,028 万円 ／水産商工観光課

おもてなしキャンペーン事業

本市への宿泊観光客の増加を図ることで、観光
関連企業を支援
キャンペーン期間内に本市の対象宿泊施設へ宿泊した
方に対し、もれなく垂水市特産品をプレゼント。

▼ DATA
　令和３年度利用実績：932 組（特産品 2,200 本発送）

新規

目的

750 万円 ／水産商工観光課

次ぺージに
事業一覧を

掲載！

（346 万 9 千円増）

※当初予算計上は令和４年度が初

※当初予算計上は令和４年度が初

拡充

拡充

拡

経済へのECONOMY
垂
水
市
商
工
会
と
連
携

を
図
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
落
ち
込
ん
で
い

る
地
元
商
店
街
の
活
性
化
に
向
け

た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
や
、

宿
泊
観
光
業
の
活
性
化
を
図
る
た

め
の
「
垂
水
お
も
て
な
し
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
業
」
等
へ
の
支
援
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

森
林
は
、
土
砂
災
害
防

止
や
温
暖
化
防
止
等
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
を
有
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
機
能
を
発
揮
さ

せ
る
た
め
に
は
、
適
切
に
森
林
整
備

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
、
森
林
整
備
の
推
進
、
鹿
児

島
県
産
木
材
利
用
の
推
進
、
林
業
の

担
い
手
確
保
・
育
成
松
林
保
全
対
策

等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
市
の
畜
産
業
は
、
農

産
物
生
産
額
に
お
い
て
、

約
86
％
を
占
め
る
、
本

市
の
基
幹
産
業
で
す
。

　

肉
用
牛
経
営
者
に
と
っ
て
、
生

産
技
術
を
競
う
５
年
に
一
度
の
「
和

牛
の
祭
典
」
で
あ
る
、
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
が
令
和
４
年
10
月
に
、

鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
全
国
和
牛
共
進
会
の
開
催
に

対
し
、
費
用
の
一
部
を
支
援
す
る

ほ
か
、
本
市
の
畜
産
業
を
持
続
・

発
展
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

新
た
に
肉
用
牛
経
営
に
参
入
す
る

新
規
就
農
者
に
対
し
、
生
産
基
盤

で
あ
る
牛
舎
建
築
費
の
支
援
を
拡

充
し
て
お
り
ま
す
。

森林環境
整備

畜産業
支援
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区分 事業名 予算額 概要 所管課

１ 新規 全日本フェンシング選手権
大会開催事業

3,666 万 1 千円
第 75 回全日本フェンシング選手権大会 / 団体戦を開催
し、「燃ゆる感動かごしま国体」の機運醸成に繋げる

国体推進課

２ 新規 軽自動車税関係の手続の電
子化事業

217 万 8 千円
軽自動車ワンストップサービスにおける軽自動車税
関係手続の電子化に係る経費

税務課

３ 新規 地方税共通納税事業 214 万 5 千円 地方税共通納税システム改修経費 税務課

４ 新規 垂水小学校体育館長寿命化
改良事業

1,100 万円 設計業務委託、耐力度調査委託 教育総務課

５ 新規 自主文化事業 214 万 5 千円 自主文化事業として「落語」を開催する 社会教育課

６ 新規 大会出場補助金 50 万円
九州大会以上の芸術文化・スポーツ大会に出場する
小中学生の旅費等を補助

社会教育課

７ 新規 垂水市公式 LINE アカウント
開設業務委託

289 万 3 千円 公式 LINE アカウントの開設業務 企画政策課

８ 新規 垂 水 市 公 式 WEB サ イ ト リ
ニューアル事業

858 万円
CMS バージョンアップ、アクセシビリティの強化、
緊急情報発信機能の追加等

企画政策課

９ 拡充 地方創生関連事業 190 万 9 千円
まち・ひと・しごと創生総合戦略の効果検証等に係
る事務費、企業ガイドブックの作成等

企画政策課

10 継続 ふるさと納税制度事業 18 億 3,503 万 3 千円 ふるさと納税推進事業及びふるさと応援基金積立金 企画政策課

11 継続
廃止路線代替バス運行費負
担金

5,327 万 4 千円 廃止路線代替バス運行に伴う負担金 企画政策課

12 継続 地域公共交通活性化協議会
負担金 800 万円 乗合タクシー運営負担金 企画政策課

13 継続 定住促進事業 2,658 万 3 千円
空き家有効活用推進事業補助金、住宅取得費等助成
事業補助金、空き家リフォーム促進事業補助金等

企画政策課

14 継続
マイナンバーカード交付円
滑化事業

677 万 4 千円
マイナンバーカードの取得率を上げるための申請サ
ポート等の環境整備事業

市民課

15 継続 保育所等入所措置事業費 5 億 3,270 万 3 千円 保育所及び認定子ども園に係る扶助費 福祉課

16 継続 児童手当支給事業 1 億 4,424 万円 中学校卒業までの児童養育者に児童手当を支給 福祉課

17 継続
児童扶養及び特別児童扶養
手当

5,959 万 4 千円
父母のいずれかのみで子どもを養育している世帯又
は養育者に対して児童扶養手当を支給

福祉課

18 継続 放課後児童健全育成事業費 3,469 万 6 千円 放課後児童クラブ運営事業費 福祉課

19 継続
農業人材力強化総合支援事
業

759 万円
青年新規就農者に対する支援を行い、農業従事者の
育成・確保を図る

農林課

20 継続
水産物給食食材供給事業補
助金

83 万 5 千円 小中学校の給食食材として、カンパチ・ブリを供給
水産商工観
光課

21 継続 垂水高校振興対策事業 1,000 万円 垂水高校振興支援計画に基づく生徒通学費等補助金 教育総務課

22 継続 スクールバス運行委託事業 2,825 万 5 千円 中学校通学用バス及び大野地区通学タクシーの運行委託 教育総務課

23 継続 小中学校施設整備事業 2,014 万 4 千円
小中学校の施設の修繕・改修、点検や保守業務委託
など

教育総務課

24 継続 外国語教育推進事業費 1,162 万 9 千円
市内小 ･ 中学校における外国語教育の推進に係る経
費

学校教育課

25 継続 特別支援教育支援員設置事業 2,780 万 8 千円 市内小・中学校への特別支援教育支援員派遣事業 学校教育課

26 継続 就学援助費 1,440 万円
経済的な理由により就学が困難な児童生徒に対する、
学用品費、修学旅行費、学校給食費等の補助

学校教育課

27 継続
学校給食調理・配送業務委
託事業

5,207 万 1 千円 学校給食調理・配送に係る業務委託費 学校教育課

28 継続 公民館運営事業 6,252 万 3 千円 各地区公民館運営事業費等 社会教育課

29 継続 大野自然学校運営事業 219 万 8 千円 自然体験活動経費等 社会教育課

30 継続 市立図書館運営事業 1,872 万円 図書館運営事業費 社会教育課

31 継続
垂水島津家墓所災害復旧事
業

4,982 万 2 千円
令和２年７月豪雨で被災した垂水島津家墓所の災害
復旧事業費

社会教育課

32 継続 文化会館運営事業 2,871 万円 文化会館運営維持経費 社会教育課

33 継続 体育施設費 2,868 万 5 千円 体育施設運営維持経費 社会教育課

区分 事業名 予算額 概要 所管課

１ 新規 新型コロナウイルス感染症生
活困窮者自立支援事業

258 万円
生活保護に準じる水準の困窮世帯に対して自立支
援金を支給する

福祉課

２ 新規 消防本部車両整備事業 6,200 万円 災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車の整備 消防本部

３ 拡充 垂水市振興会美化活動補助金 50 万円
振興会が市道や農道、河川等の除草、側溝清掃作
業を行う際の補助金

市民課

４ 拡充 簡易水道事業特別会計繰出金 4,798 万 1 千円
簡易水道特別会計への繰出金（小谷・段地区及び
牛根境地区）

生活環境課

５ 拡充 漁業集落排水処理施設特別会
計繰出金

3,691 万 9 千円 漁業集落排水処理施設特別会計への繰出金 生活環境課

６ 拡充 公園遊具長寿命化対策工事事
業

4,000 万円 市内の公園遊具の安全性確保のため、更新を行う 土木課

７ 継続 防犯灯設置整備費補助金 100 万円 各振興会の防犯灯設置に係る費用を補助 総務課

８ 継続 庁舎等のあり方検討事業 123 万 5 千円 庁舎等のあり方検討委員会 企画政策課

９ 継続 空家等対策事業 18 万 8 千円
空家等に関する必要な措置を適切に講じ、住民の
生活環境等の保全を図る事業

市民課

10 継続 国民健康保険特別会計繰出金 1 億 9,580 万 5 千円
保険基盤安定制度繰出金・出産育児一時金繰出金・
財政安定化支援事業繰出金等

市民課

11 継続 健康ポイント事業 182 万 6 千円
特定健診受診等にポイントを付与し、一定ポイン
トから商品券に交換する事業

市民課

12 継続
後期高齢者医療広域連合負担
金

2 億 9,501 万 5 千円 後期高齢者医療広域連合会への負担金 市民課

13 継続
後期高齢者医療特別会計繰出
金

1 億 776 万 4 千円 後期高齢者医療保険基盤安定負担金繰出金 市民課

14 継続 訪問給食サービス事業 1,372 万 5 千円
訪問給食サービスを希望する高齢者等への給食提
供事業

福祉課

15 継続 老人保護措置事業 1 億 3,466 万 4 千円 養護老人ホーム入所措置事業 福祉課

16 継続 生活保護費 2 億 8,683 万 1 千円 生活保護者への扶助費 福祉課

17 継続
重度心身障害者医療費助成事
業

4,920 万円 重度心身障害者に係る医療費助成事業 福祉課

18 継続 自立支援医療事業 789 万 8 千円
身体障害児・者の機能障害軽減又は改善のための
医療費助成事業 ( 更生・育成・療養介護医療）

福祉課

19 継続 自立支援給付事業 4 億 3,489 万円
障害者介護支援のための給付費（補装具費、障害
福祉サービス費、相談支援給付費等）

福祉課

20 継続 障害児通所給付費 5,023 万円
児童発達支援、放課後等デイサービス、障害児相
談支援等のための給付費

福祉課

21 継続 ひとり親家庭医療費助成事業 580 万 5 千円 ひとり親家庭への医療費助成事業 福祉課

22 継続 乳幼児医療費助成事業 757 万 6 千円
小学校就学前までの乳幼児医療費助成事業 （県事
業分・事務費）

福祉課

23 継続 子ども医療費助成事業 2,240 万 4 千円 18 歳までの医療費助成事業 （市単独分） 福祉課

24 継続 乳児用品等購入助成事業費 300 万円 紙おむつ等の乳児用品購入助成事業 福祉課

25 継続 包括支援センター事業 883 万 2 千円 地域包括支援センター運営事業 保健課

26 継続 予防費 3,555 万 3 千円
インフルエンザ予防接種や日本脳炎など定期予防
接種及びレントゲン検診等に係る費用

保健課

27 継続 健康増進事業（一般事業） 2,352 万 9 千円
胃がん・肺がん等及び肝炎ウイルス等の検診に係
る費用

保健課

28 継続 病院事業会計負担金 1 億 4,344 万 8 千円 病院事業会計負担金 保健課

29 継続 若年末期がん療養支援事業 14 万 4 千円 若年末期がん療養支援事業費 保健課

30 継続 自殺対策事業 360 万円 自殺対策事業費 保健課

未来｜その他事業一覧安心｜その他事業一覧

31 継続
集落水道メンテナンス業務委
託

264 万円 22 箇所の集落水道施設メンテナンスを委託 生活環境課

32 継続 集落水道水質検査業務委託 620 万円 22 箇所の集落水道水質検査を委託 生活環境課
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区分 事業名 予算額 概要 福祉課

33 継続
海岸漂着物等地域対策推進
事業

425 万円 海岸漂着物の処理に係る費用 生活環境課

34 継続
大隅肝属広域事務組合負担
金

9,928 万 1 千円 大隅肝属広域事務組合への負担金 生活環境課

35 継続 浄化槽設置整備事業 2,781 万 2 千円 合併処理浄化槽設置者に対する補助金 生活環境課

36 継続
浄化槽設置整備事業（上乗
補助分）

720 万円
単独処理浄化槽撤去費及び汲み取りから切替えた
部分に対して補助を行う

生活環境課

37 継続
浄化槽設置整備事業（市単
独補助分 )

200 万円
単独処理浄化槽撤去費及び汲み取りから切替え工
事を市内業者へ依頼した部分に対して補助を行う

生活環境課

38 継続
浄化槽設置整備事業（宅内
配管工事補助分）

1,200 万円
単独処理浄化槽及び汲み取りからの切替え工事に
係る宅内配管工事部分に対して補助を行う

生活環境課

39 継続 塵芥処理事業 9,856 万円
可燃ゴミ、生ゴミ、不燃ゴミ、資源ゴミ等の収集
業務、中間処理委託等に係る経費

生活環境課

40 継続 墓地火葬場事業 2,029 万 3 千円 市営墓地及び火葬場の維持運営に係る経費 生活環境課

41 継続 潮彩町排水処理施設事業 1,010 万 6 千円 潮彩町の排水処理施設に係る経費 生活環境課

42 継続 し尿処理事業 7,784 万円 し尿処理場の維持運営に係る経費 生活環境課

43 継続 公営住宅維持管理事業 3,996 万 6 千円 市営住宅及び定住促進住宅の維持運営に係る経費 土木課

44 継続 道路橋梁長寿命化事業 1 億 3,400 万円
社会資本整備総合交付金に係る道路・橋りょうの
補修工事・実施設計・定期点検

土木課

45 継続 道路維持改良事業 9,300 万円 市道及び集落道舗装・側溝敷設工事等 土木課

46 継続
市道元垂水原田線道路改良
事業

5,050 万円 市道元垂水原田線の道路改良事業 土木課

47 継続 市道内ノ野線道路改良事業 1,321 万 3 千円 市道内ノ野線の道路改良事業 土木課

48 継続 交通安全施設整備事業 300 万円 ガードレール・反射鏡等設置事業 土木課

49 継続 住宅リフォーム促進事業 1,335 万円
一般世帯・子育て世帯の住宅リフォームに対して
費用の一部を補助

土木課

50 継続 空き家解体撤去助成事業 900 万円
空き家解体・撤去を市内業者がおこなう場合に費
用の一部を補助

土木課

51 継続 建築物耐震化促進事業 42 万円
建築物について耐震診断・耐震改修工事を行う場
合に費用の一部を補助

土木課

52 継続
デジタル無線システム保守
事業

1,805 万 9 千円 消防本部のデジタル無線システムの保守 消防本部

53 継続
公共土木施設単独災害復旧
事業

865 万 7 千円 令和４年度見込事業費 土木課

54 継続
道路橋梁河川現年発生補助
災害復旧事業

1 億 19 万 2 千円
令和４年度見込事業費、元垂水原田線地すべり法
面保護工事費

土木課

55 継続 道路降灰災害復旧事業 7,352 万 1 千円
令和４年度見込事業費（人件費を除く降灰除去費
用、降灰対策用ロードスイーパーの修繕に係る費
用など）

土木課

56 継続 宅地内降灰災害復旧事業 5,504 万 2 千円 令和４年度見込事業費　（人件費除く） 土木課

区分 事業名 予算額 概要 所管課

1 拡充 森の駅たるみず運営事業 874 万 8 千円
観光振興を実現するため、森の駅たるみずの整備
を図る

水産商工観
光課

2 拡充 民泊推進事業貸付金 1,400 万円
民泊受入家庭の負担軽減を図り民泊事業を推進す
るためツーリズム推進協議会への貸付を実施

水産商工観
光課

3 継続 垂水イメージアップ事業 119 万円
垂水市公式イメキャラ「たるたる」等での広報事
業

企画政策課

4 継続 機構集積支援事業 470 万 8 千円
農地の有効利用促進や農地法に基づく事務の適正
実施のための支援事業

農業委員会

5 継続 6 次産業化促進事業 102 万 8 千円 ６次産業化に取り組む農業者への補助 農林課

6 継続
中山間地域等直接支払推進
事業

1,033 万 6 千円
農業生産条件が不利な地域で、耕作放棄地の発生
防止や多面的機能確保を図る

農林課

7 継続 収入保険制度支援対策事業 100 万円
農業を対象とした収入保険への加入促進を図るた
めの補助

農林課

8 継続 畜産業振興対策事業 3,778 万 4 千円
各種利子補給金・補助金等や家畜防疫対策及びＪ
Ａへの資金貸付による畜産業の振興

農林課

9 継続 堆肥センター運営事業 3,563 万 3 千円 堆肥センターの円滑な管理運営を行うための経費 農林課

10 継続 多面的機能支払推進事業 3,279 万 1 千円
農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図
るための地域の共同活動に対する支援事業

農林課

11 継続 一般農道整備事業 1,570 万 5 千円 農道の整備・維持補修事業 農林課

12 継続 林道整備事業 3,939 万 5 千円 林道の整備・維持補修事業 農林課

13 継続 山村強靭化林道整備事業 1,000 万円 林道海潟麓線法面補修工事 農林課

14 継続 有害鳥獣被害対策事業 961 万 7 千円 有害鳥獣捕獲事業補助、狩猟免許取得補助 農林課

15 継続 漁業施設整備支援補助金 51 万円
垂水市漁協及び牛根漁協に係る水産施設等の整備
に係る補助金

水産商工観
光課

16 継続 6 次産業化施設設備補助金 109 万 5 千円
水産業者の 6 次産業化を目的として施設整備に係
る補助金

水産商工観
光課

17 継続 県営漁港整備事業 9,095 万円
県営事業負担金（海潟漁港　4,250 千円、牛根麓
漁港　85,000 千円、境漁港　1,700 千円）

水産商工観
光課

18 継続
たるみず特産品販路拡大支
援事業

600 万円
特産品及び 6 次産品の PR と販路拡大を目的とし

て、認知向上ならびに販売促進を図る事業
水産商工観
光課

19 継続
商工振興資金利子補給補助
金

300 万円
商工業振興のため商工会員である商工業者の資金

借入に対する利子補給制度
水産商工観
光課

20 継続 道の駅たるみず運営事業 787 万 1 千円
６次産業化と観光振興を実現するため、道の駅と

地域振興施設の整備を図る
水産商工観
光課

21 継続 道の駅たるみずはまびら
運営事業 7,366 万 3 千円

６次産業化と観光振興を実現するため、道の

駅と地域振興施設の整備を図る
水産商工観
光課

22 継続 マリンパークたるみず運
営事業 862 万 9 千円

道の駅たるみずはまびらに隣接するマリン体

験施設の運営事業費
水産商工観
光課

23 継続 体験交流型観光ビジネス
モデル確立事業 200 万円

県外在住者向けのツアーを実施することで本
市の魅力ある観光資源のＰＲを行い、道の駅
の活性化を図る

水産商工観
光課

24 継続 農業用施設単独災害復旧
事業 680 万円 令和４年度見込事業費 農林課

25 継続 農業用施設現年発生補助
災害復旧事業 815 万 2 千円 令和４年度見込事業費 農林課

26 継続 林業用施設単独災害復旧
事業 563 万 6 千円 令和４年度見込事業費 農林課

27 継続 林業用施設現年発生補助
災害復旧事業 500 万 5 千円 令和４年度見込事業費 農林課

安心｜その他事業一覧経済｜その他事業一覧
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絶 妙 景 観
Exquisite View

Second season

水 之 上

菜 の 花 畑

◎場　所／水之上地区
◎撮影者／垂水市企画政策課秘書広報係
◎撮影日／令和４年３月 16 日（水）
◎絶妙景観写真ダウンロードは、
　左記 QR コードより

302022（令和 4）年 4月 - 広報たるみず31 Tarumizu  City  Public  Relations



NEWSNEWS
◎土木課土木係

　　　　　　☎内線 350

垂
水
鉄
道
記
念
公
園
の
遊
具

建
て
替
え
工
事
に
際
し
て
、

垂
水
小
学
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
子
ど
も

た
ち
が
遊
ぶ
公
園
の
遊
具
を
、
子

ど
も
た
ち
に
選
ん
で
も
ら
う
こ
と

で
、
親
し
み
を
持
っ
て
遊
ん
で
も

ら
う
と
同
時
に
、
大
切
に
し
て
ほ

し
い
と
願
い
を
込
め
て
、
垂
水
市

か
ら
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

全
児
童
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、
上
記
イ
メ
ー
ジ
図
の
遊
具
が

最
高
得
票
数
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
に
、
同
校
を
市
長
と

土
木
課
職
員
が
訪
問
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
協
力
し
て
く
れ
た
児
童
か
ら
、

選
定
さ
れ
た
遊
具
の
パ
ネ
ル
を
受

け
取
り
、
尾
脇
市
長
か
ら
感
謝
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
選
定
さ

れ
た
遊
具
は
、
令
和
４
年
度
内
に

設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

垂
水
市
で
は
、
今
後
も
市
内
公

園
の
環
境
整
備
を
進
め
、
子
ど
も

た
ち
が
遊
び
や
す
く
、
保
護
者
が

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

みんなで決めた、お楽しみ。

１／選定された遊具 ２／パネル贈呈 
３／公園について質問する児童
４・５・６／アンケートの様子

１

２

４

５

６３

包 括 連 携 協 定 締 結 ◎企画政策課政策推進係
　　　　　　☎内線 245

　

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

と
垂
水
市
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

よ
り
一
層
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
３
月
17
日
に
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
回
の

協
定
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
や
高

齢
者
支
援
な
ど
の
、
さ
ら
な
る
充

実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

市
長
は
「
今
ま
で
も
道
の
駅
で

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
て
く

だ
さ
り
、
大
変
好
評
を
得
て
い
ま

す
。
今
後
、
健
康
長
寿
・
子
育
て

支
援
の
分
野
に
お
い
て
、
幅
広
い

世
代
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
よ
う

な
環
境
整
備
に
力
を
貸
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
」
と
話
し
、
小
笹

支
社
長
は
「『
ひ
と
に
健
康
を
、
ま

ち
に
元
気
を
。』
の
考
え
の
も
と
、

健
康
づ
く
り
と
地
元
を
盛
り
上
げ

る
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
垂
水
市
の
地
域
課
題

解
決
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
今
後
も
関
係
団
体

と
協
力
し
、
市
民
の
皆
様
の
よ
り

良
い
生
活
環
境
の
充
実
に
つ
な
が

る
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲協定書に調印する様子

主な連携事項
①高齢者・健康づくり支援に関すること
②結婚・出産・子育て支援に関すること
③産業・観光振興支援に関すること
④地域経済の自立支援に関すること

しあわせを、一緒につくる。
▲左から松崎鹿屋営業所アドバイザー、三國鹿屋営業所長、小笹鹿児島支社長、尾脇市長

垂 水 鉄 道 記 念 公 園 遊 具 選 定
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ここは有料広告のページです。申込先：垂水中央印刷（垂水市指定有料広告代理店）☎ 0994-32-0315 ／１枠：横 88mm×縦 113mm：19,000 円～ 広  告

GIGA スクール通信 vol.1

　

令
和
３
年
度
は
、「
垂
水
ら
し
い
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
と

し
て
次
の
特
徴
を
生
か
し
、新
た
な
学
び
の
創
造
を
目
指
し
ま
し
た
。

■
「
持
ち
帰
り
前
提
」
の
端
末
整
備

　

 【
授
業
と
家
庭
学
習
の
連
動
、
非
常
時
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
】

■ 

ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト

　

 【「
心
の
天
気
」
に
よ
る
生
活
面
で
の
活
用
】

■ 

Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
「navim

a

」
の
活
用

　

 

【
個
々
の
学
習
ス
タ
イ
ル
・
理
解
に
合
わ
せ
て
学
び
を
進
め
る
。】

■ 

市
内
外
の
学
校
等
と
つ
な
い
だ
遠
隔
授
業

　

 【
多
様
な
考
え
や
意
見
に
触
れ
合
う
機
会
の
創
出
】

　

平
常
時
か
ら
校
外
や
家
庭
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
活
用
で
き

る
よ
う
に
し
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
配
信
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
に
よ
る
一
人
一
人
に
応
じ
た

学
習
や
、
子
供
た
ち
の
心
情
の
変
化
を
把
握
し
、
児
童
生
徒
理
解
や

生
徒
指
導
等
に
生
か
す
シ
ス
テ
ム
の
活
用
も
進
ん
で
い
ま
す
。

質
の
高
い
学
び
を
支
え
る

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進▲牛根小学校で開催された研究授業の様子

　令和３年度から、本格的な一人一台端末による GIGA スクール構想による教育が始まった垂水市。
ここでは、市民の皆様に、GIGA スクールはどういったものなのか解説するとともに、各校の取組
を紹介することで、GIGA スクール構想を基にした教育に親しみを持っていただければと思います。

令
和
４
年
度
の
方
針

　

導
入
２
年
目
と
な
る
令
和
４
年
度

は
、
授
業
で
の
効
果
的
な
利
活
用
を

中
心
と
し
た
研
修
会
や
保
護
者
向
け

の
講
演
会
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
垂
水
市
の
子
供
た
ち
や
教
師
の

力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
質
の
高

い
学
び
を
支
え
る
た
め
に
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
取
組
を
更
に
充

実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　GIGA スクール構想本格稼働から１年。「子供が、学校が、教育が大きく変わる」可能性を秘めたツールと
なる確かな手応えを感じた１年目でした。
　２年目は、各学校における GIGA スクールの質を上げることで、授業改善を始めとする教育改革を前に進め
たいと考えており、Society 5.0 の時代を生きる子供たちに必要な資質・能力を育み、日本や世界をフィール
ドとして、夢の実現や社会貢献のできる人材を育てていきたいと思っております。
　そこで、今後、子供たちがタブレットを使った質の高い学びを進めるに当たって、保護者の皆様方にお願
いしたいのは、以下の４点です。

①「よき理解者」であってほしい（GIGA スクールのよさの理解）。

②「ほめる存在」であってほしい（学び方の工夫・熱心に取り組む姿）。

③「叱ってくれる存在」であってほしい（ルールやマナーを守れないとき）。

④「子供の伴走者」であってほしい（時には一緒に使う、学ぶ）。

　学校と家庭、教育委員会が一体となって、子供たちの学力向上と、心の
成長のために市民の皆様方のご理解・ご協力もいただきながら名実ともに
全国トップクラスの「GIGA スクールのまち　垂水」を目指してまいりたい
と考えております。今後の各学校や教育委員会の取組にご期待ください。

『GIGA スクールのまち 垂水』への思い

▲垂水中央中学校の授業の様子

垂水市教育委員会教育長
坂元　裕人
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食
し ょ っ か い

改
キッチン

SECOND  SEASON

歴
代
領
主

　

初
代
久ひ

さ
あ
き
ら章　

（
１
６
１
６ 

～ 

１
６
４
５
）

　

２
代
忠た

だ
き
よ清　

（
１
６
３
９ 

～ 

１
６
７
２
）

　

３
代
久ひ

さ
と
も侶　

（
１
６
５
５ 

～ 

１
６
９
７
）

　

４
代
久ひ

さ
く
に鼈　

（
１
６
８
０ 

～ 

１
７
４
７
）

　

５
代
久ひ

さ
た
か隆　

（
不　
　

明 

～ 

１
７
５
８
）

　

６
代
久ひ

さ
と
も租　

（
不　
　

明 

～ 

１
７
５
７
）

　

７
代
久ひ

さ
て
る照　

（
不　
　

明 

～ 

１
８
３
２
）

　

８
代
久ひ

さ
み
つ備　

（
不　
　

明 

～ 

１
８
４
０
）

　

９
代
久ひ

さ
す
け輔　

（
１
７
８
２ 

～ 

１
７
９
８
）

　

10
代
久ひ

さ
な
る徴　

（
不　
　

明 

～ 

不　
　

明
）

　

11
代
久ひ

さ
ひ
ろ寛　

（
１
８
０
７ 

～ 

１
８
５
４
）

　

12
代
久ひ

さ
の
り紀　

（
１
８
２
９ 

～ 

１
８
５
２
）

　

13
代
久ひ

さ
は
る治　

（
１
８
４
０
～ 

１
８
６
９
）

（
垂
水
市
文
化
財
保
護
審
議
員
・
山
田 

義
之
）

▲新城島津家（末川家）の墓碑

新
城
の
領
主
・
新
城
島
津
家

　

新
城
島
津
家
の
領
主
の
墓
碑
は
、
神
貫

神
社
南
側
の
浄じ
ょ
う
さ
ん
じ

珊
寺
の
跡
地
に
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。
新
城
島
津
家
が
い
つ
か
ら
末
川

家
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
、
異

論
が
あ
り
ま
す
。『
垂
水
市
史
』
に
は
、
再

興
し
た
２
代
忠た

だ
き
よ清

か
ら
垂
水
次
男
家
と
し

て
末
川
姓
と
な
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
史
料
の
旧
記
雑
録
拾
遺
『
家
わ

け
十
一
』
で
は
「
末
川
家
は
、
江
戸
時
代

に
新
城
島
津
家
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
明

治
以
降
の
久ひ

さ
は
る治

の
時
代
に
末
川
氏
と
称
し

た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

新
城
島
津
家
は
、
垂
水
島
津
家
第
４
代

久ひ
さ
の
ぶ信

の
庶
子
で
新
城
様
の
孫
に
あ
た
る

久ひ
さ
あ
き
ら章

が
創
設
し
ま
し
た
。
新
城
様
は
宗
家

島
津
義よ

し
ひ
さ久

の
二
女
で
あ
り
、
新
城
に
隠
居

た
る
み
ず
歴
史
・
文
化
散
歩

第 23 回

新
城
島
津
家
の
墓
地

し
た
時
、
父
か
ら
３
７
０
０
石
を
貰
っ

て
お
り
、
そ
の
中
に
は
、
国
分
の
湊
村

４
９
５
石
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

湊
村
で
は
唐
人
を
使
い
中
国
と
貿
易
を
し

て
い
た
為
、
そ
の
利
益
を
継
続
的
に
娘
の

新
城
様
に
与
え
て
お
り
、
新
城
地
区
は
繁

栄
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
初
代
久
章
が
宗
家
光み

つ
ひ
さ久

の
名

代
で
江
戸
に
新
年
の
挨
拶
に
上
が
っ
た
際

の
帰
る
途
中
に
、
突
如
、
高
野
山
に
出
奔

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
、
久
章
は
連

れ
戻
さ
れ
、
谷
山
に
あ
る
清
泉
寺
で
護
送

役
人
と
争
い
、
憤
死
し
て
し
ま
す
。
そ
の

結
果
、
新
城
島
津
家
は
お
家
断
絶
と
な
っ

た
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
４
半
世
紀
後
の
寛
文
９

（
１
６
６
９
）
年
、
垂
水
島
津
家
に
預
け
ら

れ
て
い
た
久
章
の
長
子
忠
清
が
領
主
と
な

り
再
興
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
２
年

の
私
領
奉
還
ま
で
新
城
島
津
家
は
続
き
ま

し
た
。

歴
代
領
主
の
墓
碑

　

初
代
久
章
の
墓
碑
は
、
鹿
児
島
市
の
谷

山
の
清
泉
寺
跡
に
あ
り
、
新
城
の
浄
珊
寺

の
跡
地
に
は
２
代
忠
清
の
墓
碑
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
の
領
主
の
墓
碑
は
鹿
児
島

市
の
南
林
寺
に
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
２

（
１
８
６
９
）
年
に
、
廃は

い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
に
よ
り
廃

寺
と
な
っ
た
の
で
、
久
治
に
よ
り
明
治
41

（
１
９
０
８
）
年
に
、
新
城
の
浄
珊
寺
に
合

祀
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
63
（
１
９
８
８
）
年
に
は
、

改
め
て
梵
字
の
銘
が
刻
ま
れ
た
碑
も
祀
ら

れ
ま
し
た
。
墓
地
に
は
、
浄
珊
寺
の
住
職

で
あ
っ
た
義
雄
の
墓
や
貫か

ん
み
ょ
う
じ

明
寺
時
代
の

背は
い
め
ん
ぼ
さ
つ

面
菩
薩
等
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

こ
か
ら
約
１
０
０
ｍ
右
上
に
あ
る
貫
明
寺

跡
地
の
新
城
様
の
墓
碑
の
隣
に
は
、
４
代

久
鼈
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
城
島
津
家
は
、
領
地
の
発
展
に
尽
く

し
た
た
め
、
領
民
に
慕
わ
れ
、
そ
の
後
も

子
孫
の
方
々
が
現
在
ま
で
、
歴
代
の
領
主

た
ち
の
墓
を
守
り
続
け
て
お
り
ま
す
。

【材料】（６本分）
□豚ロース（生姜焼き用）／
　６枚（170g 程度）

□人参／ 40g

□ごぼう／ 70g

□いんげん／ 12 本

□えのきだけ／ 1/2 袋

□サラダ油／小さじ１

□だし汁／ 400cc

□醤油／大さじ１

□料理酒／大さじ１

□みりん／大さじ１

□砂糖／大さじ１弱

今月のレシピ

豚肉の野菜巻き

Healthmate recipe of this month

食改の三役さん

⑧の工程の後に、1 度お湯で茹
でると豚肉の余分な油が落ち、
よりヘルシーな 1 品になりま
す。春からの新生活、お弁当の
1 品にいかがでしょうか？

①人参は長さ７㎝の１㎝角に切
　る。

②ごぼうは長さ 7㎝、縦に 2 ～ 4
　等分に割る。

③切ったごぼうを下茹でしてお
　く。

豚肉の野菜巻き完成です！

⑦フライパンにサラダ油を熱し
　⑥の巻き終わりを下にして、
　焼き目を付ける。

⑥肉を広げて、①～⑤の野菜
　を巻く。

④いんげんは、ヘタと筋を取り
　除き、7㎝の長さに切る。

⑧⑦全体に焼き目が付いたら、
　余分な油はキッチンタオルに
　吸わせて、取り除く。

⑨⑧にだし汁と調味料を加え、
　20 分程度煮て、器に盛れば・・・

⑤えのきだけは石づきを取り除
　き、7㎝の長さに切る。

1

食改
完了

3

89

5

2

7

6 4

【1 人分あたり】
エネルギー　120kcal
食塩相当量　0.6 ｇ

左から  立山 道子さん、松元 照美さん

　　　  市野 美里子さん

３月初旬に立山会長をはじめとする
三役の皆さんで、令和４年度１年間
の計画（案）が話し合われました。
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◎垂水市立図書館　☎ 0994-32-7111　開館時間：午前 9 時 30 分～午後 6 時

子育て支援センター

乳幼児健康診査乳幼児健康診査 乳幼児健康診査図 書 館 か ら 皆 様 へ

◎保健課健康増進係　☎内線 138・164

開 催 ４/27（水）　垂水市文化会館

受 付 午後 1 時 30 分～午後 1 時 45 分

対 象 者 令和 3 年 12 月生

持 参 品
①通知書（健診票）

②母子健康手帳 ③バスタオル

３か月児健康診査

開 催 ４/13（水）　垂水市文化会館

受 付 午後 1 時 00 分～午後 1 時 15 分

対 象 者 平成３０年 10 月～ 11 月生

持 参 品
①通知書（健診票）②母子健康手帳 

③歯ブラシ ④コップ ⑤タオル

３歳児健康診査

開 催 ４/27（水）　垂水市文化会館

受 付 午後 1 時 00 分～午後 1 時 15 分

対 象 者 令和 3 年９月生

持 参 品
①通知書（健診票）

②母子健康手帳 ③バスタオル

６～８か月児健康診査

開 催 ４/20（水）　垂水市文化会館

受 付 午後 1 時 00 分～午後 1 時 15 分

対 象 者 令和２年３月～４月生

持 参 品
①通知書（健診票）②母子健康手帳 

③歯ブラシ ④コップ ⑤タオル

２歳児歯科健康診査

４月行事予定
　子育て支援センターでは、月に１回垂水おもちゃ

病院を開院し、壊れて動かなくなってしまったおも

ちゃを修理しています。「もう捨てようかな」と思っ

ていたおもちゃを持込んでみてはいかがでしょうか。

また、垂水おもちゃ病院では、新ドクターを募集し

ています。一緒に子どもたちの大切なおもちゃを修

理しませんか？ご興味のある方は支援センターまで。

子育て支援センター日記

◎垂水市子育て支援センター　☎ 0994-31-3052
　10：00 ～ 16：00　（土、日、祝日、年末年始を除く）

※新型コロナウイルスの状況により縮小・中止する場合があ

ります。入り口での検温・消毒にご協力をお願いいたします。

4/4 月 10:00 はぴママ

4/11 月 11:00 ベビーマッサージ

4/14 木 11:00 イースター写真撮影会

4/18 月 10:00 おもちゃ病院

4/20 水 11:00 育児座談会（食事について）

4/25 月 11:00 ベビーマッサージ

4/26 火 11:00 こどもの日の製作

毎週 火 11:00 おはなしなぁに？（公園に行こう）

毎週 金
11:00

or
14:00

わらべ歌

◆大隅広域図書館ネットワーク
　大隅広域図書館ネットワークとは、地域住民への図
書館利用サービスの拡大を目的に、鹿屋市・垂水市・
大崎町・南大隅町・肝付町・錦江町・東串良町の２市
５町で構成されており、上記市町の全ての公共図書館
等の図書を検索・予約・貸出・返却ができます。また、
インターネットからも検索・予約ができます。ぜひ、
ご利用ください。

■利用時の注意
①事前に図書利用カードの発行および　
　WEB 登録が必要です。
②本の受取・返却については、図書館　
　までお越しください。
※詳しい利用方法などは、ホームページでご確認いた
　だくか、市立図書館のスタッフまでお問い合わせく
　ださい。

◆休館日
 ４日（月）、11 日（月）、18 日（月）、25 日（月）

◆垂水市立図書館リニューアルオープン
　空調機器の取替・館内照明の LED 化にかかる工事の
ため休館し、利用者の皆さまにご不便やご迷惑をおか
けしておりました。ご理解・ご協力に感謝申し上げます。

▪オープン日　令和４年４月２日（土）

▪開館時間　　午前９時 30 分～午後６時

◆山下清と北迫正冶の世界
　～垂水市立図書館開館 30 周年記念特別企画展～
　市立図書館は平成３年 11 月に開館し、昨年 11 月に
開館 30 年を迎えました。今回、開館 30 周年とを記念
した「山下清と北迫正治の世界」と「春を呼び込む垂
水人形」の特別企画展を開催します。

▪期間　　　４月２日（土）～ ５月８日（日）

▪観覧料　　無料

▪イベント　（事前予約不要）
　座談会『垂水の山下清と北迫正治の思い出』
　４月 10 日（日）午後１時 30 分～午後３時

妖怪の子、育てます

◎
廣
島 

玲
子

大谷翔平の強さ、成長力、愛

されキャラの秘密とは？彼の

思考・行動パターンを解き明

かし、「なぜ一流のメジャー

リーガーに上り詰めることが

できたのか」深く考察する。

大谷翔平 勇気をくれる
メッセージ 80

（児玉 光雄）

毒舌数学者・御子柴岳人が、

霊視能力を持つ大学生・斉藤

八 雲 と ス リ リ ン グ な 推 理 合

戦。 御 子 柴 × 八 雲 ＝ 最 強 バ

デ ィ は ミ ス テ リ ー の 常 識 を

軽々と凌駕する。

心霊探偵八雲
INITIAL FILE 魂の素数

（神永 学）

あ・さ・ご・は・ん

◎
武
田 

美
穂

高齢親への言葉がけ
シーン別実例 53

◎
柳
本 

文
貴

教育

◎
遠
野 

遥

謎解きミステリー

◎
有
栖
川 

有
栖

料理ができる子になる本

◎
ｍ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｋ
ｏ

捜査線上の夕映え

◎
有
栖
川 

有
栖

親子でのびやか楽しい
キッズヨガ

◎
友
永 

淳
子

NHK ガッテン！
プロが教える激ウマレシ

ピと健康新情報

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ

▲詳しくは
こちらから
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　２月 17 日、垂水小学校のグラウンドで、元 J リー
ガーの柳崎祥兵さんのサッカー教室が開催されまし
た。これは、プロで活躍された方からの指導によ
り、技術向上と刺激を受けてほしいと垂水サッカー
スポーツ少年団が企画したものです。当日は、同少
年団員 40 人が参加しました。いつもの練習メニュー
とは違うものもあり、団員たちは目を輝かせながら、
取組んでいました。児童は「プロサッカー選手にな
れるように今日教えてもらったことを忘れずに練習
を頑張ります」と話しました。

目指せ！サッカー選手！
元 J リーガーによるサッカー教室

　２月 21 日、牛根小学校で、風力発電事業に関す
る出前授業がありました。これは、本市と鹿屋市の
市境で風力発電事業を展開する（株）ユーラスエナ
ジーホールディングスが SDG ｓの一環として、再
生可能エネルギーについて知ってもらおうと企画し
たものです。当日は、児童 15 人が風力発電施設を
見学し、風力発電の仕組みや再生可能エネルギーに
ついて学びました。参加した児童は「風車が想像以
上に大きく、回るのも速くて驚きました。もっと風
力発電のことを知りたいです。」と話しました。

風力発電の謎に迫る
再生可能エネルギーの出前授業

第 22 回若草文学賞グランプリ受賞
瀬脇 大翔さん『パラリンピックを見ておもうこと』

垂水高校生考案レシピが学校給食に
地元特産品の新メニュー　たっぷりの愛情をこめて

▲給食センター見学時の様子 ▲『りなお姉さんのパクパクふくれ』出来ました ▲「りなお姉さん、美味しかったよ」▲市長室で記念撮影 ▲大きな声で朗読できました

垂水キッズソフトテニススポーツ少年団
日頃の練習の成果を発揮 !!　県大会で大活躍

　この冬、県内で行われたソフトテニスの大会で、垂水キッ
ズソフトテニススポーツ少年団の団員が優秀な成績を収め
ました。両方の大会で、優勝した川畑寧

ね ね

音さんは「６年生
最後の全国大会予選だったので、とても緊張しました。前
半のプレーが上手くいきませんでしたが、修正し、無事に
優勝することができて嬉しかったです」と話しました。日々
の練習が実を結び、素晴らしい結果となりました。おめで
とうございます。今後、ますますのご活躍を期待します。

第 21 回全国小学生ソフトテニス大会（県予選）
◎ダブルス個人戦・女子の部　優勝

　川畑 寧
ね ね

音（協和小・6 年）・稲村 水
み く

玖（寿北小・6 年）

令和３年度鹿児島県小学生ソフトテニスの日大会
◎ダブルス個人戦・女子の部　優勝

　川畑 寧
ね ね

音（協和小・6 年）・稲村 水
み く

玖（寿北小・6 年）

◎団体戦・女子の部　第３位

　安藤 冴
こ は ね

羽（垂水小・5 年）　川越 心
み さ

咲（垂水小・4 年）

　肝付 瑛
え ま

茉（垂水小・3 年）　深見 紗
さ ゆ き

雪（垂水小・3 年）

　土屋 愛
あ い り

梨（垂水小・3 年）　坪内 明
め い

彩（垂水小・3 年）
【団員を大募集！体験練習随時受付中！】ご興味のある方は下記まで！

団員・体験練習の受付：保護者代表　深見　☎ 080-1730-5604

▲団員の集合写真 ▲両方の大会で優勝した川畑寧々さん・稲村水玖さんペア

　２月 18 日、市内の学校給食に平野利
り な

奈さん（垂水高 3 年）が考えた『りなお姉さんのパクパクふくれ』（さや
いんげんのふくれ菓子）が提供されました。これは、本市が取組んでいる垂水高校振興対策事業にある「地域に
貢献し、地域に支えられる高校」実現のため、市内小・中学校との交流事業として初めて実施されたものです。
平野さんは、同校の生活デザイン科で家庭科科目を専門的に学んでおり、今回のレシピは、課題研究として発表
したもので、児童・生徒に、地元食材の紹介や地産地消、食育の一環となることが期待されます。当日は、給食
センターを訪れ、実際に給食が調理されている様子を見学し、給食で提供されるふくれ菓子の調理の補助も体験
しました。平野さんは「実際に調理している様子を見学し、貴重な体験になりました。高校 3 年間で学んだ技術
を生かして、地元を盛り上げ、いんげんが苦手な子どもたちにも食べて克服してほしいです」と話しました。食
べた児童は「とても美味しかったです。また、給食に出てほしいです」と話しました。児童・生徒のことを思い、
一生懸命に考えたふくれ菓子は、児童・生徒を笑顔にし、地元の特産品を美味しく食する機会を与えてくれました。

　２月 21 日、第 22 回若草文学賞でグランプリを受賞された、瀬脇大
た い が

翔さん（協
和小１年）と同校の冨田校長が市長室を訪れました。若草文学賞は、垂水市文化
協会が、豊かな感性や情緒を育み、思考力と表現力の向上を目的に市内の小中学
生から募集しているものです。今年度は「オリンピック・パラリンピック ～感動・
絆・思い～ 」をテーマに小学生 53 点、中学生 15 点の作品が出品されました。瀬
脇さんの作品は、パラリンピックに出場していた選手へ感銘を受けたことと祖父
への思いが書かれています。瀬脇さんは「グランプリを受賞することができて嬉
しかったです。２年生ではかけ算を頑張りたいです」と話しました。また、学校
賞を受賞した冨田校長は「受賞でき、純粋に嬉しいです。児童たち先生方と喜び
を分かち合いたいです」と話しました。このたびの受賞おめでとうございます。

【受賞者紹介】※敬称略
◎グランプリ
　瀬脇 大

た い が

翔　　（協和小１年）
◎最優秀賞
　隈元 一

い ち ご

護　　（新城小１年）
　上津 蒼

そ う き

輝　　（牛根小４年）
　山下 陽

ひ な た

南太　（垂水小４年）
　髙附 結

ゆ い の

乃　　（水之上小６年）
◎優秀賞
　鎌田 光

み づ き

稀　　（垂水小１年）
　岩元 瑛

あ き ひ ろ

寛　　（柊原小２年）
　堀之内 慶

け い

　　（水之上小２年）
　森木田 凛

り ん

　　（松ケ崎小３年）
　天野 恵

え こ う

光　　（牛根小５年）
　前田 結

ゆ い

　　　（垂水中央中２年）
　有川 叶

か な え

恵　　（垂水中央中３年）
◎推薦
　久木原 佳

か ほ

歩　（柊原小１年）
　小濵 潮

ち ょ う ま

磨　　（垂水小３年）
　松相 和

か ず き

希　　（牛根小５年ｓ）
　前田 陽

ひ な

菜　　（柊原小６年）
　森山 結

ゆ か

花　　（境小６年）
　田之上 礼

あ や か

佳　（垂水中央中１年）
　柳田 峻

し ゅ ん た

汰　　（垂水中央中２年）

◎学校賞　協和小学校
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　3 月 11 日、松ケ崎小学校で、第 22 回環境美化教育優良校等の表彰伝達式が行われました。これは、独創的な
環境美化教育に継続的、熱心に取組み、地域と連携し環境美化教育に大きく寄与している全国の小中学校を対象
に公益社団法人食品容器環境美化協会が表彰しているものです。同校では、年間を通して、地域の方々、保護者
とともに、海岸清掃や空き瓶回収など様々な美化活動に取組んでいます。また、花と緑につつまれた心豊かな学
校を目指し緑化計画を立て、児童、教職員一体となって、緑化活動にも取組んでいます。これらの活動は、児童
が自主的に話し合い、実施したものです。自然や生き物を大切にする心情や態度も養われており、地域への環境
保全活動を通して、児童たちは視野を広げています。神﨑快

かい

さん（6 年）は「清掃活動をすると多くのゴミが落
ちていることに気付きます。多くの人にその状況を知ってほしいです。この活動は、私が入学する前から行われ
ていたので、今後もずっと続いてほしいです」と話しました。地域を綺麗にし、児童の成長にも繋がるこの取組
みがこれからも引き継がれていくことを願います。このたびの受賞、誠におめでとうございます。

松ケ崎小学校の取組が評価
第 22 回環境美化教育優良校の優秀校に選出

協和小学校で
農業用ため池ハザードマップに関する出前授業

▲記念撮影の様子 ▲護岸の清掃活動の様子

▲出前授業の様子 ▲稲刈りの様子

　２月 19 日～ 23 日、第 69 回鹿児島県下一周市郡
対抗駅伝競走大会が開催されました。今年度も新型
コロナウイルス感染拡大防止の為に、沿道での応援
自粛が呼びかけられていましたが、選手たちは懸命
に走り抜けました。垂水幹部派出所前では、龍﨑唯
一選手（消防本部）から坂倉恭平選手（垂水市役所）
へのタスキリレーも行われ、雄姿を見せてくれまし
た。龍﨑さんは「市民の皆様の温かい応援の拍手に
後押しされました」と話し、坂倉さんは「たくさん
の応援があり楽しく走れました」と話しました。

鹿児島県の春の風物詩
県下一周市郡対抗駅伝競走大会

　２月 25 日、全国土地改良事業功績者表彰と農業
委員会 15 年表彰を受賞された、迫田滝人さんが市
長室を訪れました。迫田さんは垂水市土地改良区理
事長として永年にわたり、土地改良事業に尽力され、
その功績が認められ、この度の受賞となりました。
また、本市農業委員としても、遊休農地の解消や新
規就農者への支援等を行われ、15 年間ご活躍され
ました。迫田さんは「とても嬉しいです。今回の受
賞に恥じないように今後も精進してまいります」と
話しました。これまでのご功労に感謝いたします。

全国土地改良事業功績者表彰
農業委員会 15 年表彰を報告

　3 月 11 日、牛根小学校で、牛根小学校と境小学校の合同お別れ遠足がありました。これは、両校の卒業生３人
が、定期的に交流授業などで一緒に学んできたことから、行われたものです。当日は、昼食のカレー作り、校内
かくれんぼや校区内を謎解きしながら巡るウォークラリー等のレクリエーションを行い、みんなで協力すること
を楽しんでいました。また、６年生を送る会も行われ、在校生から卒業する３人へ数多くのプレゼントが送られ、
とても嬉しそうでした。中濵波

な お と

音さん（牛根小６年）は「小学校最後の運動会で応援団長としてみんなで応援し
たことが１番の思い出です」と、梶ヶ山愛

あ い り

莉さん（同小６年）は「みんなで牛根太鼓を演奏したことが１番の思
い出です。卒業までにもっと思い出を残したいです」と、森山結

ゆ か

花さん（境小６年）は「牛根小の児童はとても
元気で、交流授業の時はとても楽しかったです。」と話しました。小規模校ならではの充実した内容の遠足となり、
卒業生、在校生ともに思い出に残るお別れ遠足となりました。中濵さん、梶ヶ山さん、森山さん、卒業おめでと
うございます。中学校に進学しても、小学校で学んだことを忘れず、頑張ってください。

牛根小学校・境小学校
合同お別れ遠足

▲在校生からのプレゼントに笑顔（左から森山さん、梶ケ山さん、中濵さん） ▲校内かくれんばの様子「みーつけた！」

　３月 12 日、協和小学校で３・４年生の児童 12 人が参加し、農業用ため池・ハザードマップに関する出前授業
が行われました。これは、農業用ため池がなぜ作られたのか、校区の土地利用等について知り、米作りの工夫や
携わってきた方々の想いに触れ、また、自然災害が起因してため池にて起こりうる被害及び防災について学ぶこ
とで、自らの命を守るための行動について考えることを目的に鹿児島県土地改良事業団体連合会が企画したもの
です。平成 23 年に発生した東北地方地震等により、ため池が決壊し、死者を伴う被害が発生したことから、国は、
決壊等により、周辺区域に被害を及ぼす恐れのあるため池を「防災重点ため池」として定めております。本市では、
５施設が選定されており、情報伝達や、避難場所等を記載したハザードマップの作成を今年度で完了しています。
児童は、「自然災害へ備える大切さを知りました。自分の命を守るための行動が出来るようになりたいです」と話
しました。同小学校では、総合的学習の時間にため池の貯水を利用して、お米を育てています。今回の出前授業
によって農業用ため池が自分たちの生活に深く関わっていることを学ぶことができ、貴重な体験となりました。
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広  告 ここは有料広告のページです。申込先：垂水中央印刷（垂水市指定有料広告代理店）☎ 0994-32-0315 ／１枠：横 88mm×縦 113mm：19,000 円～

　3 月 13 日、森の駅たるみずで、ジオカフェが開
催されました。これは、桜島・錦江湾ジオパークで
ある本市の歴史・文化・魅力をジオの視点から知っ
てもらおうとツーリズムたるみずジオ部が企画した
ものです。当日は、かごしま探検の会代表の東川隆
太郎さんを講師に迎え市内外から約 20 人が参加し、
ジオと本市の関わりを楽しく学びました。参加者は

「今まで知らなかった垂水のことを知ることができ
て良かったです」と話しました。まだまだ魅力たく
さんの垂水のジオをぜひお楽しみください。

垂水を再発見！！
ジオカフェ開催

　第 74 回鹿児島県書道展で、井之上史
し ほ

歩さん（垂水
中央中３年）と井之上真

ま ゆ

結さん（鹿児島中央高校２年）
の姉妹が優秀な成績を収められました。2 人は幼いこ
ろから、書道を習っており、現在でも学業と部活の合
間で練習に励んでいます。史歩さんは「県展で初めて
入賞できました。とても嬉しかったです」と話し、真
結さんは「今後も勉強・部活と両立しながら続けてい
きたいです」と話しました。２人の作品からは稟とし
た力強さを感じます。これからも、お二人がますます
上達されることを願っています。

第 74 回鹿児島県書道展
優秀な成績を収める

感謝の気持ちを音楽にのせて
垂水小学校金管バンドスプリングコンサート開催

　3 月 13 日、垂水市文化会館で、垂水小学校金管バンドのス
プリングコンサートが開催されました。これは、九州吹奏楽コ
ンクールと九州アンサンブルコンテストへの出場記念と、６年
生の最後の演奏会として同小学校の金管バンドが企画したも
のです。当日は約 200 人が訪れ、児童たちの演奏に酔いしれ
ていました。部長の黒木綾

あ や か

夏さんは「これまで支えていただい
た方々へ感謝の気持ちを込めて演奏しました。これからも音楽
を続けたいです」と話しました。児童たちの演奏は、訪れた方々
に元気と感動を届けていました。児童たち、そして保護者の
方々にも、思い出に残る演奏会になったことでしょう。
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相
談

創
業
者
・
経
営
者
向
け
の

定
期
相
談
窓
口
の
開
設

　

垂
水
市
内
の
個
人
事
業
主
・
中
小
企
業

の
皆
さ
ま
へ
の
経
営
支
援
体
制
強
化
の
た

め
、
垂
水
市
と
鹿
児
島
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
が
合
同
で
、
垂
水
市
定
期
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。
売
上
拡
大
・
商
品
開
発
・
創

業
相
談
等
、
様
々
な
悩
み
を
無
料
で
相
談

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
会
場　

垂
水
市
市
民
館

■
利
用
方
法　

事
前
電
話
予
約

■
相
談
料　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
水
産
商
工
観
光
課

　

商
工
業
推
進
係
☎
内
線
２
６
６

さっと、見落としがちな「お知らせ」。
でも大事な情報が詰まっています！見逃さないで！

見 逃 せ な い ！

募
集

令
和
４
年
度
の
生
涯
学
習
市
民

講
座
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

垂
水
市
で
は
、
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
自
己
の
人
格
を
磨
き
、
豊
か
な
人
生
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
生
涯
学
習
環

境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
生
涯
学
習
市

民
講
座
を
開
講
い
た
し
ま
す
。
本
講
座
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講

じ
た
上
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

市民講座一覧

① 習字・筆ペン ⑨ 着物着付け※

② ヨガ ⑩ ミニ盆栽と山野草講座※

③ 詩吟 ⑪ 環境にやさしい小物づくり※

④ デッサン ⑫ 親子マジック※

⑤ 俳句で名所歩き ⑬ イカ餌木※

⑥ スマイルリズム体操 ⑭ フットサル※

⑦ 家でもできる健康体操 ⑮ 奉納和歌を読む※

⑧ 姿勢改善ヨガ ※印は新規講座です。

相談日 相談時間

4 月 18 日（月） 10 月 17 日（月）

10 時～

　　　16 時

5 月 16 日（月） 11 月 21 日（月）

6 月 20 日（月） 12 月 19 日（月）

7 月 25 日（月） 1 月 16 日（月）

8 月 15 日（月） 2 月 20 日（月）

9 月 26 日（月） 3 月 20 日（月）

▼創業者・経営者向けの定期相談窓口開設日程

認
証
紛
争
解
決
サ
ー
ビ
ス

『
か
い
け
つ
サ
ポ
ー
ト
』

　
「
か
い
け
つ
サ
ポ
ー
ト
」
と
は
民
間
事
業

者
が
行
う
紛
争
解
決
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、

当
事
者
と
利
害
関
係
の
な
い
公
正
中
立
な

第
三
者
が
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
当
事
者

の
間
に
入
り
、
専
門
家
と
し
て
の
知
見
を

い
か
し
て
話
合
い
に
よ
っ
て
柔
軟
な
解
決

を
図
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
法
務
大
臣
の
認
証

を
受
け
た
も
の
で
す
。

■
ポ
イ
ン
ト

・
専
門
家
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
秘
密
を
守
り
ま
す

・
納
得
で
き
る
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

・
手
続
き
の
内
容
や
費
用
が
明
確
で
す

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

　
（
民
事
に
関
す
る
紛
争
）

　

☎
０
９
９

－

2
5
6

－

0
3
3
5

　

鹿
児
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

　
（
労
働
に
関
す
る
紛
争
）

　

☎
０
９
９

－

2
5
7

－

4
8
2
7

　

鹿
児
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
（
土
地
の
境
界
に
関
す
る
紛
争
）

　

☎
０
９
９

－

2
1
4

－

2
9
5
8

▲詳しくは
　HP から

令
和
４
年
度

「
統
計
の
日
」
標
語
の
募
集

　

総
務
省
で
は
、「
統
計
の
日
（
10
月
18
日
）」

周
知
の
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
広
報
に
活

用
す
る
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
部
門

①
小
学
生 

②
中
学
生 

③
高
校
生

④
一
般 

⑤
統
計
調
査
員 

⑥
公
務
員

■
応
募
要
件

①
１
人
５
作
品
ま
で

②
自
作
で
未
発
表
の
も
の

※
専
用
応
募
用
紙
や
提
出
方
法
は
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　

　

４
月
１
日
（
金
）
～ 

５
月
９
日
（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
課

　

情
報
統
計
係
☎
内
線
３
５
３

　

総
務
省
統
計
企
画
管
理
官
室

　

☎
０
３
―
５
２
７
３
―
１
１
４
４

▲市 HP
　はこちら

※相談時間は１事業者あたり１時間が目安

■
初
心
者
受
付

　

４
月
４
日
（
月
）
～
10
日
（
日
）

■
一
般
受
付

　

４
月
11
日
（
月
）
～
５
月
６
日
（
金
）

■
受
講
料　

１
０
０
０
円

■
申
込
方
法　

　

申
込
書
に
受
講
料
を
添
え
本
人
が
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
受
付
は
先
着
順
で
す
。

■
受
講
の
キ
ャ
ン
セ
ル

　

５
月
16
日
（
月
）
ま
で

■
申
込
会
場

①
市
民
館
：
午
前
９
時
～
午
後
９
時

②
牛
根
・
新
城
支
所

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
平
日
の
み
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係
☎
32

－

0
2
2
4

▲デッサン講座の様子

▼ ぐるっとたるみず　スタンプラリー
　開催日：４月 29 日（金）～５月５日（木）
　内容：市内の施設を巡ってプレゼントに応募しよう
　　　　抽選で垂水市の特産品が当たります！
　主催：垂水市観光協会

問 水産商工観光課観光推進係☎内線 249

■延期イベント

▼ 第 20 回垂水カンパチ祭り

　開催日：日程調整中

　主催：垂水市漁業協同組合

問 垂水市漁業協同組合☎ 32-1165
　 水産商工観光課水産係☎内線 229

■中止イベント

▼ 高峠春のつつじ祭り
　主催：垂水市観光協会

問 水産商工観光課観光推進係☎内線 249

催物・イベント

たるみず春フェスタ 2022　各種イベント情報
「たるみず春フェスタ 2022」各種イベントの　「開催状況」をお知らせします。

■開催イベント

▼ 猿ヶ城渓谷森の駅たるみず　日帰り体験
　開催日：５月３日（火）～５月５日（木）
　内容
　①笛作り体験（１本 2500 円／約１時間）
　　塩ビパイプを加工して横笛を作ろう！
　　元伝統芸能師が教える笛づくり体験です。
時間：午前 10 時～・午後２時～（各 3 組限定）
対象：小学４年生以上
　　　（小学生の場合は保護者同伴）
　　　※要予約です。また、電動ドリルを使用します。
　②魅惑のコーヒー体験
　　湧き水を使用した、森の駅で
　　しか味わうことができない　
　　コーヒーはいかがでしょうか。
　※期間中は 200 円 → 100 円

問 森の駅たるみず☎ 32-9601

つつじの
観覧は

可能です！
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入
事
務
、
支
出
事
務
、
契
約
事
務
、
財
産

管
理
、
経
営
管
理
、
事
務
管
理
に
つ
い
て

監
査
し
た
結
果
、
概
ね
良
好
な
事
務
処
理

が
な
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

監
査
事
務
局
☎
内
線
３
５
６

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
が

変
わ
り
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
被
保
険
者
の
皆

様
の
医
療
費
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
２
年

ご
と
に
保
険
料
率
の
見
直
し
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
・
５
年
度
の
保

険
料
率
が
、
表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
市
民
課
国
保
係

　

☎
32

－

1
1
1
3

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
９
９

－

2
0
6

－

1
3
2
9

お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
定
例
会

　

垂
水
市
教
育
委
員
会
は
、
教
育
に
関
す

る
重
要
な
事
項
を
定
例
会
や
臨
時
会
で
決

定
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
活
動
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
会

議
を
原
則
公
開
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日
程

　

４
月
12
日
（
火
）

　

５
月
９
日
（
月
）

　

６
月
９
日
（
木
）

　

７
月
11
日
（
月
）

　

８
月
８
日
（
月
）

　

９
月
８
日
（
木
）

　

10
月
７
日
（
金
）

　

11
月
８
日
（
火
）

　

12
月
８
日
（
木
）

　

１
月
10
日
（
火
）

　

２
月
９
日
（
木
）

　

３
月
10
日
（
金
）

■
場
所　

垂
水
市
市
民
館

※
８
月
８
日
は
「
移
動
教
育
委
員
会
」
と
し

　

て
水
之
上
小
学
校
で
開
催
予
定
で
す
。

※
日
程
・
場
所
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

■
時
間　

午
後
２
時
～

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
教
育
総
務
課

　

庶
務
係
☎
32

－

7
2
1
1 ■傍聴方法

①開催時間５分前までに教育総務課へお越しください。
②希望者が６人を超えた場合は、抽選となります。
※協議内容により非公開となる場合があります。

窓
口
手
数
料
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
が
利
用
可
能
で
す

　

令
和
４
年
２
月
か
ら
市
役
所
本
庁
市
民

課
窓
口
で
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
を
利
用
し

た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
両
支
所
を
除
き

各
窓
口
で
の
手
数
料
や
使
用
料
の
お
支
払

い
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

■
利
用
で
き
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

　

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
（
ペ
イ
ペ
イ
）

■
注
意
事
項　

・
事
前
に
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー　

　

ル
と
対
応
す
る
口
座
の
登
録
も
し
く　

　

は
チ
ャ
ー
ジ
が
必
要
で
す
。

・
一
括
払
い
の
み
利
用
可
能
で
す
。

・
現
金
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
窓
口
で
の
チ
ャ
ー
ジ
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
領
収
書
が
必
要
な
場
合
は
、
お
支
払
い
の

　

前
に
窓
口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
支
払
い
窓
口
へ
お
尋
ね
く

　

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

会
計
課
会
計
係
☎
内
線
１
３
４　

令
和
３
年
度
定
期
監
査
の
結
果

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項
お
よ

び
第
９
項
に
基
づ
き
「
定
期
監
査
」
結
果

を
公
表
い
た
し
ま
す
。

■
監
査
対
象

　

市
長
事
務
部
局
、
議
会
事
務
局
、
教
育

委
員
会
事
務
局
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、

監
査
事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、

消
防
本
部
、
消
防
署
、
各
消
防
分
団
、
市

内
各
小
中
学
校

■
実
施
期
間

　

令
和
３
年
10
月
５
日
～

　

令
和
４
年
１
月
27
日

■
監
査
対
象
年
度

　

令
和
３
年
度
事
務
事
業
全
般

■
監
査
内
容

　

事
務
分
担
、
予
算
執
行
状
況
、
業
務
実

施
お
よ
び
実
績
報
告
書
、
工
事
執
行
状
況
、

課
内
状
況
に
つ
い
て

■
監
査
方
法

　

監
査
に
あ
た
っ
て
は
、
前
項
の
監
査
内

容
に
基
づ
き
予
め
資
料
の
提
出
を
求
め
、

担
当
職
員
の
説
明
を
聴
取
の
上
、
行
政
の

事
務
事
業
の
合
理
化
と
財
源
の
効
率
的
な

執
行
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
と
も
に
、
事

務
処
理
の
簡
素
化
並
び
に
経
費
の
節
減
等

に
つ
い
て
監
査
し
た
。

■
監
査
結
果

　

所
掌
事
務
の
う
ち
予
算
執
行
事
務
、
収

内訳 変更前
（令和２・３年度）

変更後
（令和４・５年度）

均等割額 55,100 円 56,900 円

所得割率 10.38% 10.88%

年間負担
限度額 64 万円 66 万円

▼後期高齢者医療保険料率の改定内容

令
和
３
年
度
分

健
康
ポ
イ
ン
ト
の
交
換
開
始

　

令
和
３
年
度
に
交
付
さ
れ
た
「
垂
水
市

健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
に
ポ
イ
ン
ト
が

５
ポ
イ
ン
ト
以
上
貯
ま
っ
て
い
る
方
は
、

垂
水
ス
タ
ン
プ
会
商
品
券
と
交
換
で
き
ま

す
の
で
、
交
換
期
間
内
に
お
越
し
下
さ
い
。

■
交
換
期
間

　

令
和
４
年
５
月
17
日
（
火
）
～　

　

令
和
４
年
９
月
30
日
（
金
）
ま
で

■
交
換
場
所

　

本
庁
市
民
課
国
保
係
・
牛
根
支
所
・
新

城
支
所
（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
）

■
ポ
イ
ン
ト
交
換
に
必
要
な
も
の

①
令
和
３
年
度
健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

　
（
み
ど
り
色
の
カ
ー
ド
で
す
）

②
健
康
保
険
証
等
の
本
人
確
認
書
類

※
「
健
康
づ
く
り
の
取
組
」
を
行
っ
た
場

合
は
、
健
診
結
果
表
等

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
係
☎
内
線
１
４
０

▲令和３年度
　健康ポイントカード

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
ご
案
内

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
お
客
様
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
ご
自
身
の
年
金
の

情
報
を
手
軽
に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
24
時
間
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
自
身
の

年
金
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
出
来
る
こ
と

・
ご
自
身
の
年
金
記
録

・
将
来
の
年
金
見
込
額

・
受
給
に
関
す
る
各
種
通
知
書

　
（
年
金
振
込
通
知
書
等
）
な
ど

■
利
用
方
法

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
ご
利
用
に
は
、

ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
の
取
得
（
ご
利
用
登
録
）
ま
た

は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
連
携
が
必
要
で

す
。
ご
利
用
登
録
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号

が
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
市
民
課
市
民
係

　

☎
内
線
１
６
３

　

鹿
屋
年
金
事
務
所
☎
42

－

5
1
2
1

日本年機構 HP
▼

行
政
相
談
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕
事
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
疑
問
・
苦
情

や
意
見
・
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

垂
水
市
で
は
、
総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政

相
談
委
員
を
設
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や

関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
改
善
の
申
し
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
行
政
相
談
委
員　

神
柱
利
雄
氏

■
相
談
料　

無
料

※
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
相
談
係
☎
32

－

１
２
９
５

開設日 時間 場所

4/22（金） 10/ 7（金）

午前 10 時
～正午

（２時間）

垂水市
市民館

5/ 6（金） 11/ 4（金）

6/ 3（金） 12/ 2（金）

7/ 8（金） 1/ 6（金）

8/ 5（金） 2/ 3（金）

9/ 2（金） 3/ 3（金）

▼行政相談所開設日程

特
設
人
権
相
談
所

　

垂
水
市
で
は
特
設
人
権
相
談
所
を
年
に

６
回
開
設
し
ま
す
。
人
権
問
題
で
お
困
り

の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
相
手
【
人
権
擁
護
委
員
】
と
は

　

相
談
に
は
、
垂
水
市
長
が
推
薦
し
、
法

務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
委
員
は
問
題
解
決
の
お

手
伝
い
や
、
人
権
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

※
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
相
談
係
☎
32

－

１
２
９
５

開設日 時間 場所

4/12（火）

午前 10 時
～午後３時

※昼食時間
（正午～１時）

  は除く

垂水市市民館

6/14（火） 垂水市市民館

8/ 9（火） 新城地区公民館

10/11（火） 牛根地区公民館

12/13（火） 垂水市市民館

2/13（月） 水之上地区公民館

▼特設人権相談所開設日程
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育
児
・
介
護
休
業
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
く
す
る
た
め
、

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

柔
軟
で
取
得
し
や
す
い
育
児
休
業
制
度
に

変
わ
る
ほ
か
、
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す

い
職
場
環
境
づ
く
り
な
ど
に
事
業
主
が
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
の
変
更
点

・
育
休
を
取
得
し
や
す
い
雇
用
環
境
整
備

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
・
生
ま
れ
た
労
働
者

　

へ
の
個
別
の
周
知
と
意
向
確
認

・
有
期
雇
用
労
働
者
の
要
件
緩
和

■
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
の
変
更
点

・
産
後
パ
パ
育
休
の
創
設

・
育
休
の
分
割
取
得
、
１
歳
以
降
の
育
休
開

　

始
日
の
柔
軟
化

※
詳
し
く
は
、
鹿
児
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
９
９

－

2
2
3

－

8
2
3
9

▲詳しくは
　HP から

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　
（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
で
は
、ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
・
指

導
活
動
等
を
行
う
団
体
の
活
動
中
や
移
動

中
に
対
す
る
保
険
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活

動
充
実
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
被
保
険
者

　

４
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
社
会
教
育 

　

関
係
団
体
の
各
個
人

■
対
象
事
故

①
団
体
で
の
活
動
中

　

被
保
険
者
の
所
属
す
る
団
体
の
管
理
下 

　

に
お
け
る
活
動
中
の
事
故

②
移
動
中
の
事
故

　

所
属
す
る
団
体
が
指
定
す
る
集
合
・
解

　

散
場
所
と
被
保
険
者
の
住
所
と
の
通
常

　

の
経
路
往
復
中
の
事
故

※
学
校
管
理
下
の
活
動
中
は
対
象
外

■
保
険
期
間　

　

振
込
日
翌
日
～

　

令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）

■
加
入
方
法
　

　
（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全

　

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
お
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
社
会
教
育
課

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
係　

☎
32

－

7
5
5
1 ▲詳しくは

　HP から

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・
発
達

障
害
啓
発
週
間

　

毎
年
４
月
２
日
は
国
連
が
定
め
た
「
世

界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
ま
た
、 

同
日
か
ら
８

日
ま
で
は
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」
で
す
。

■
正
し
い
理
解
が
大
切
で
す

　

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
の

方
は
、
他
人
の
意
図
や
感
情
を
直
感
的
に

理
解
し
た
り
、
言
葉
を
適
切
に
使
う
こ
と

な
ど
が
苦
手
な
場
合
が
あ
り
、
学
校
や
職

場
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
困
難
に
直
面
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
親
の
し
つ
け
や
家
庭
環
境

が
原
因
で
は
な
く
、
脳
機
能
の
発
達
に
関

係
す
る
も
の
で
、
見
た
目
に
は
障
害
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
行
動
や

態
度
が
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

発
達
障
害
の
特
徴
を
知
り
、
正
し
く
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
県
庁
障
害
福
祉
課　

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
７
４
４

お
た
ふ
く
か
ぜ

ワ
ク
チ
ン
の
助
成

　

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

助
成
を
行
い
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
医
療
機
関
へ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
対
象
の
方
に
送
付
す

第
25
期
栄
養
教
室
生
募
集

　

地
域
の
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、

健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で

き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
講
資
格
　

　

養
成
講
座
終
了
後
、
食
生
活
改
善
推
進

員
と
し
て
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

で
き
る
方

※
男
性
の
受
講
者
歓
迎
！

■
養
成
期
間
　
約
２
年
間

※
令
和
４
年
６
月
～
令
和
６
年
３
月
ま
で

　

毎
月
１
回
の
教
室
を
実
施

■
開
催
場
所　

垂
水
市
市
民
館
ほ
か

■
受
講
内
容
　

・
栄
養
の
基
礎
知
識

・
健
康
づ
く
り
と
生
活
習
慣
病
予
防

・
食
品
衛
生
と
食
環
境

・
調
理
実
習　

等

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
期
限

　

４
月
１
日
（
金
）
～
５
月
６
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課
健
康
増
進
係

　

☎
内
線
１
３
８
・
１
６
４

保
健
・
福
祉

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

予
防
接
種
に
つ
い
て

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

国
よ
り
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
が
す
み
や
か
に
接
種
で
き
る

よ
う
対
象
者
に
は
、
順
次
、
予
診
票
及
び

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
発
送
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
者

①
小
学
６
年
生
～
高
校
１
年
生
の
女
の
子

※
小
学
６
年
生
の
女
の
子
は
令
和
５
年
度

　
（
中
学
１
年
生
時
）
に
発
送
い
た
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
令
和
４
年
度
に
接
種
す
る

　

こ
と
も
可
能
で
す
。

②
平
成
９
年
度
の
生
ま
れ
～

　

平
成
17
年
度
の
生
ま
れ
の
女
性

※
積
極
的
な
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
接

　

種
の
機
会
を
逃
し
た
方

■
接
種
費
用　

無
料

※
接
種
方
法
や
接
種
医
療
機
関
等
、
詳
し

　

く
は
発
送
さ
れ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課
健
康
増
進
係

　

☎
内
線
１
３
８
・
１
６
４

る
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

 　

垂
水
市
民
の
方
で
接
種
日
に

①
１
歳
以
上
２
歳
未
満
の
方

②
５
歳
以
上
７
歳
未
満
で
、
小
学
校
就
学

　

１
年
前
の
方

■
対
象
期
間

　

令
和
４
年
４
月
１
日
（
金
）
～

　

令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）

■
助
成
額

　

上
限
４
０
０
０
円
（
各
年
代
１
回
）

■
接
種
可
能
市
内
医
療
機
関

・
垂
水
中
央
病
院

・
東
内
科
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
ふ
く
ま
る
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
よ
し
と
み
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
市
内
医
療
機
関
の
窓
口
で
は
、
接
種
費

　

用
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い
た
自
己
負

　

担
分
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
市
外
医
療
機
関
で
の
接
種
も
助
成
対
象

　

と
な
り
ま
す
。
お
手
続
き
方
法
な
ど
の

　

詳
細
に
つ
い
て
は
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
い

　

た
だ
く
か
、
保
健

　

課
健
康
増
進
係
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の
　

　

母
子
健
康
手
帳

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
課
健
康
増
進
係

　

☎
内
線
１
３
８
・
１
６
４

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　

鹿
児
島
県
で
は
自
転
車
の
安
全
で
適
正

な
利
用
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
平
成
29
年

か
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
や
自
転
車
損
害

賠
償
保
険
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
垂
水
市
で
は
、
自
転
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
購
入
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
自
転
車
の
安
全
適
正
な
利
用
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
者
　

　

高
校
生
以
下
の
子
ど
も

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者

■
助
成
額

　

購
入
額
の
半
額
（
上
限
２
０
０
０
円
）

■
そ
の
他
条
件

・
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
及
び
垂
水
市
交

　

通
災
害
共
済
に
加
入
す
る
こ
と

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
課

　

安
心
安
全
係
☎
内
線
２
２
３

さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
運
動

強
調
月
間

　

子
ど
も
た
ち
の
明
る
く
健
や
か
な
育
成

と
、
地
域
の
人
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
垂
水
市
で
は
毎
年
４
月

と
９
月
を
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
強
調
月
間

と
定
め
て
い
ま
す
。「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
だ
れ
と
で
も
」
あ

い
さ
つ
を
行
い
思
い
や

り
の
溢
れ
る
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係
☎
32

－

0
2
2
4

犬
・
猫
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

情
報
登
録
が
始
ま
り
ま
す

　

令
和
４
年
６
月
１
日
よ
り
販
売
さ
れ
る

犬
・
猫
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

の
装
着
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
、

民
間
登
録
団
体
で
登
録
し
て
い
る
飼
い
主

の
方
は
、「
移
行
登
録
サ
イ
ト
」
で
手
続
す

る
こ
と
で
無
料
で
環
境
省
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
も
登
録
で
き
ま
す
。
大
切
な
家
族
の

た
め
に
、
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
登
録
す
る
メ
リ
ッ
ト

　

地
震
等
の
災
害
時
、
盗
難
等
に
よ
っ
て

飼
い
主
と
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
時
に
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
情
報
に
よ
り
、
飼
い
主

の
元
へ
戻
せ
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
社
団
法
人
日
本
獣
医
師
会

　

☎
０
３

－

6
3
8
4

－

5
3
2
0

▲詳しくは
　HP から
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広  告 ここは有料広告のページです。申込先：垂水中央印刷（垂水市指定有料広告代理店）☎ 0994-32-0315 ／１枠：横 88mm×縦 113mm：19,000 円～

　

▪演題

　『子どもの SOS の受け止め方、親子で育む自尊感情』
　※演題は変更になる場合がございます。

▪講師

　髙橋　聡美　氏
　中央大学人文科学研究所 客員研究員
　一般社団法人髙橋聡美研究室 代表

▪日時

　令和４年４月 24 日（日）
　受付 9：30 ～、講演 10：00 ～ 11：00

▪場所　垂水市文化会館

▪対象

　県内在住の子育て世代、子育て支援に関心のある方等

▪参加費　無料

　日本国内における 10 代・20 代の死因の第 1 位から第２位は「自殺」であり、また先進 8 か国と比較
しても高い水準を占めています（出典：令和 3 年自殺白書）。このことから、若い世代の自殺は深刻な状
況にあると言えます。本市では、令和３年度から感情表現が成長過程である児童や生徒、その受け手と
なる教育従事者等を対象に、SOS の出し方教育事業を実施しています。
　今年度は、初めての取組として子どもたちの SOS の受け皿となる保護者や、子育て支援に関心のある
方等を対象に、全国で子育て支援や子どもたちのメンタルヘルス等でご活躍されており、自身も東日本
大震災を経験後、被災地の遺族ケアを実践されている髙橋聡美先生をお招きし、講演会を開催いたします。

▪申込方法

　①電話　②専用はがき　③ WEB 申込
※ハガキのご案内は市内在住の子育て世代
　（20 歳未満の方がいる世帯）に、本市か

　ら個別にお送りいたします。

▪申込期限　令和４年４月 22 日（金）

▪期間限定 LINE

　日程や申込方法、講師紹介等をお知らせす
　る便利な期間限定 LINE を運用いたしま
　す。ぜひ、ご活用ください。

※新型コロナウイルス感染拡大状況に
　よっては、延期・中止する場合
　もございます。

▲ WEB 申
込はこちら

▲ LINE は
　こちら

問保健課健康増進係　☎ 32-1116

詳しくは
市 HP から

垂
水
中
央
病
院
眼
科
診
療

体
制
変
更
の
お
知
ら
せ

　

垂
水
中
央
病
院
で
の
眼
科
診
療
は
、
患

者
さ
ま
が
多
く
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
り

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
６
月
以
降
は
常
勤
医
師
が
１
人
と
な

る
た
め
、
よ
り
一
層
厳
し
い
診
療
状
況
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
々
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
医
師
体
制

・
変
更
前　

常
勤
２
人

・
変
更
後　

常
勤
１
人

・　
　
　
　

非
常
勤
１
人
（
週
１
回
）

■
対
応

　

医
師
の
確
保
に
は
全
力
で
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
が
、
眼
科
医
師
の
不
足
は
顕
著

で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
新
た
な
医
師
確

保
の
目
途
は
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
体
制
変
更
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
広
報

　

誌
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

垂
水
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
垂
水
中
央
病
院

　

☎
32

－

5
2
1
1

▲詳しくは
　HP から
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福 祉 課 か ら の お 知 ら せ

垂水市
たるたるおでかけチケット

　高齢者の積極的な社会参加と健康保持・増進、移動支援を目的に「垂水市たるたるおでかけチケッ

ト」を交付します。お得なチケットを使って、でかけてみませんか。

■対象者

　垂水市に住民票がある　65 歳以上の方
　※令和４年４月１日現在
　※対象者への個別通知はありません。

■交付額

　3,000 円（100 円券× 30 枚綴り）

■申請窓口　

　垂水市役所福祉課・両支所・地区公民館等

　※交付スケジュールは次頁をご確認ください。

■申請に必要なもの

　①印鑑

　②身分証明書

　　（運転免許証や保険証等）

　※代理人申請の場合は、代理人の印鑑、身分証明書

　※申請時に利用アンケート調査を行いますので、ご
　　協力をお願いします。

■取扱事業者と使用対象

■チケットの使用について

　 ●  １回当りの使用枚数に制限はありません。

　  ●  おつりがでないよう使用し、

　　不足分は現金でお支払いください。

　【温泉施設】

　冊子のまま窓口にお渡しください。

　【バス、タクシー】

　必要な金額分だけ切り取って
　ご使用ください。
　出発点か到着点が垂水市内の場合に
　使用できます。

取扱事業所 使用対象

温泉施設 入浴料

バス 運賃
タクシー

乗合タクシー
運賃

　使用上の注意
①チケットは、本人以外は使用できません。また、他人へ譲渡や売買することはできません。

②チケットは、運賃・入浴料のみ使用できます。それ以外（飲食等）には使用できません。

③チケットは、取扱事業者が発行する回数券との交換はできません。

④チケットには有効期限があります。※今年度のチケット有効期限は令和５（2023）年３月 31 日です。

⑤チケットを紛失されても再発行はできません。

⑥チケットの交付を受けた方が死亡、転出した場合、使用できません。

▪問い合わせ先：福祉課地域福祉係　☎ 0994-32-1115

TA
RU

TA
RU

-O
DE

KA
KE

 T
IC

KE
T

お得
だよ！

Pick Up
 INFOチケット取扱事業者一覧（順不同）

温泉施設名 電話番号 住所
❶ 道の駅たるみず湯っ足り館 0994-34-2237 垂水市牛根麓 1038-1
❷ 江之島温泉 0994-32-0765 垂水市海潟 541-1
❸ テイエム温泉 0994-32-7780 垂水市田神 3498
❹ テイエム牧場温泉 0994-35-3520 垂水市新城 4450
❺ 財宝パーク　猿ヶ城ラドン療養泉 0994-38-6177 垂水市新御堂鍋ヶ久保 1337-10
❻ 海潟温泉江洋館 0994-32-0505 垂水市海潟 543
❼ リブマックスリゾート桜島シーフロント 0994-32-9195 垂水市錦江町 1-194
❽ 薩摩明治村 0994-31-3100 垂水市浜平城内 629

路線バス
❶ 鹿児島交通株式会社

タクシー・乗合タクシー 電話番号
❶ 南海タクシー 0994-32-0051
❷ 有限会社オダ 0994-32-8686
❸ 協和タクシー 0994-32-1900

地区 振興会 日程 時間 場所

境 全域 4 月 19 日（火） 13：30 ～ 16：00 境地区公民館5 月 17 日（火） 9：00 ～ 11：30

牛根 全域（境・松ヶ崎地区の方も受付できます） 4 月 18 日（月）～
※随時受付

9：00 ～ 12：00 牛根支所13：00 ～ 16：30

松ヶ崎 全域 4 月 19 日（火） 9：00 ～ 11：30 松ケ崎地区公民館5 月 17 日（火） 13：30 ～ 16：00

協和 全域 4 月 28 日（木） 9：00 ～ 11：30 協和地区公民館5 月 24 日（火） 13：30 ～ 16：00

水之上 全域 4 月 26 日（火） 9：00 ～ 11：30 水之上地区公民館5 月 19 日（木） 13：30 ～ 16：00

大野 全域 4 月 28 日（木） 13：30 ～ 15：30 大野地区公民館5 月 24 日（火） 9：30 ～ 11：30

垂水

田上、蛸迫、上原田、下原田 4 月 18 日（月） 9：00 ～ 12：00

市役所
（森林組合前）

敷根町、上犬之馬場、上馬場 13：00 ～ 16：30
上中馬場、下中馬場、上松原、早馬 4 月 20 日（水） 9：00 ～ 12：00
下松原、旭町、本町 13：00 ～ 16：30
下宮町、栄町、下町 4 月 21 日（木） 9：00 ～ 12：00
上町、下福町、上後馬場 13：00 ～ 16：30
下後馬場、平之町、錦江町、県営住宅、錦江町定住 4 月 22 日（金） 9：00 ～ 12：00
城山団地 13：00 ～ 16：30
野久妻、上市木、中市木、下市木１・２・３区 4 月 25 日（月） 9：00 ～ 12：00
下元垂水１・２、中元垂水１・２、上元垂水１・２ 13：00 ～ 16：30
尾迫、葛迫、下俣江、上俣江、芝原 4 月 27 日（水） 9：00 ～ 12：00
黒瀬、港、県営下宮、潮彩町 13：00 ～ 16：30

全域

5 月 2 日（月）～
5 月 16 日（月）

9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：30

5 月 18 日（水） 9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：30

5 月 23 日（月） 9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：30

5 月 25 日（水） 9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：30

柊原 全域 4 月 26 日（火） 13：30 ～ 16：00 柊原地区公民館5 月 19 日（木） 9：00 ～ 11：30

新城 全域（柊原地区の方も受付できます） 4 月 18 日（月）～
※随時受付

9：00 ～ 11：30 新城支所13：30 ～ 16：00

市内全域 5 月 26 日（木）～
※随時受付 9：00 ～ 16：30 市役所　福祉課

垂水市たるたるおでかけチケット交付スケジュール

TARUTARU-O
DEKAKE TICKET

【４月 18 日より交付開始】

※営業時間は各施設にお問い合わせください。

（土・日・祝は除く）

※境・松ケ崎地区の方は牛根支所、柊原地区の方は新城支所でも受付可能です。
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広報たるみずお便り

読者の
思い いつもお便り

ありがとう
ございます！

お便り＆市長へのメッセージ

１広報誌を読んだご感想や、市長・市政に対するメッセージなど何でも好きなことをお書きください。

２お便りを紙面内でご紹介させていただいてもよろしいですか？　　　　  （　はい　・　いいえ　）
　※ペンネーム記載の方はペンネームで、ご本名のみ記載の方はイニシャルでご紹介させていただきます。

※お便りはＷＥＢサイト
　からでも受付可能！
広報誌へのお便りは、垂水

市公式 WEB サイトからでも

お送りいただけます！お便

りお待ちしております！

◎垂水市公式 WEB サイト

　⇒市政の動き ⇒広報・広聴

　⇒広報誌 ⇒広報誌お便り

広報たるみずでは、皆様からのお便りをお待ちしております。
お便りをいただいた方の中から、抽選で素敵なプレゼントが当たります！

（詳しくは裏面をご覧ください。）
※個人情報の取扱い
個人情報は、お便りのご紹介、プレゼントの発送及び統計資料作成以外の目的では使用いたしません。

お便りは
一部割愛させて

いただいております

３
月
は
卒
業
式
、
異
動
シ
ー
ズ
ン
で

あ
り
慣
れ
親
し
ん
だ
友
人
、
仲
間
、

同
僚
等
と
の
別
れ
の
時
季
で
も
あ
り
ま
す

ね
。
別
れ
る
の
は
悲
し
い
も
の
で
す
。
異

動
し
て
転
勤
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
別
れ
が
あ
れ
ば
再
会
も
あ
り
ま

す
。
小
生
も
３
月
末
で
慣
れ
親
し
ん
だ
鹿

屋
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
大
隅
の
玄
関
口
、
垂
水
市
が
栄
え
、

盛
え
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
鹿
屋
市
在
住
／
さ
す
ら
い
の
宗
や
ん
さ
ん

／
60
代
男
性
）

　
　
　
　
　
　

▼

　

さ
す
ら
い
の
宗
や
ん
さ
ん
、
お
便
り
、

そ
し
て
垂
水
市
へ
の
激
励
の
お
言
葉
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

３
月
は
、
転
勤
・
異
動
・
卒
業
式
な
ど

別
れ
の
時
季
で
す
ね
。
慣
れ
親
し
ん
だ
友

人
や
職
場
の
同
僚
と
の
別
れ
は
悲
し
い
気

持
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
さ

す
ら
い
の
宗
や
ん
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
と

お
り
、
別
れ
が
あ
れ
ば
、
出
会
い
も
あ
り

ま
す
。
新
し
い
出
会
い
、
新
し
い
環
境
に

胸
を
弾
ま
せ
る
の
が
、
４
月
の
出
会
い
の

時
季
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
、学
生
に
と
っ

て
の
４
月
は
出
会
い
の
要
素
が
大
き
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

垂
水
市
で
は
、
平
成
22
年
に
市
内
４
中

学
校
を
統
合
し
、
垂
水
中
央
中
学
校
と
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
市
内
に
８
校
あ
る
小

学
校
か
ら
、
ひ
と
つ
の
中
学
校
に
子
ど
も

た
ち
が
集
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

４
月
の
入
学
式
で
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い

出
会
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

悲
し
い
別
れ
か
ら
、
楽
し
い
出
会
い
へ
、

さ
す
ら
い
の
宗
や
ん
さ
ん
が
鹿
屋
を
離
れ

ら
れ
た
あ
と
、
素
晴
ら
し
い
出
会
い
が
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
し
な
が
１
０
０
人
委
員
会
っ
て
ご

存
じ
で
す
か
？
先
日
知
り
合
い
が

垂
水
で
出
産
し
た
ら
「
あ
し
な
が
１
０
０

人
委
員
会
」
か
ら
も
お
祝
い
と
し
て

５
０
０
０
円
を
頂
い
た
と
の
事
。
思
っ
て

も
み
な
い
心
あ
た
た
ま
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
と
か
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
か
心
が
潰
れ
る
日
々
の

中
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
あ
た
た
か
な
取

組
を
垂
水
で
も
や
っ
て
い
る
こ
と
を
多
く

の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
市
報

の
特
集
な
ど
で
紹
介
し
て
頂
け
ま
せ
ん
か
。

（
垂
水
市
在
住
／
り
ぼ
ん
さ
ん
／
70
代
女
性
）

　
　
　
　
　
　
▼

　

り
ぼ
ん
さ
ん
、
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

あ
し
な
が
１
０
０
人
委
員
会
は
、
ふ
る

さ
と
垂
水
の
若
者
た
ち
が
、
健
や
か
に
成

長
し
て
欲
し
い
と
の
※
あ
し
な
が
さ
ん
の

思
い
が
、
さ
ざ
波
の
よ
う
に
広
が
っ
て
、

ふ
る
さ
と
垂
水
に
、
若
者
た
ち
を
愛
で
る

土
壌
が
根
付
く
こ
と
を
願
い
、
平
成
26
年

に
誕
生
し
た
団
体
で
す
。
現
在
、
垂
水
市

商
工
会
が
事
務
局
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、「
あ
し
な
が
さ
ん
」
の
個
人

名
は
公
表
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
誕

生
へ
の
お
祝
い
金
や
垂
水
高
校
新
入
生
へ

の
入
学
祝
い
金
を
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
し
な
が
１
０
０
人
委
員
会
の
思
い
は

「
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
近
未
来
、
様
々
な

課
題
が
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
時
代
を
担
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
今
の
こ
ど

も
や
若
者
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
ら

ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
少
し
余

裕
の
あ
る
世
代
が
少
し
ず
つ
資
金
を
出
し

合
っ
て
、
垂
水
の
地
域
社
会
が
子
ど
も
た

ち
を
見
守
り
、
支
え
る
の
だ
と
い
う
思
い

を
共
有
す
る
た
め
に
、
あ
し
な
が
１
０
０

人
委
員
会
を
始
め
た
の
で
す
」

と
の
こ
と
で
す
。り
ぼ
ん
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
、
あ
た
た
か
で
、
素
晴
ら
し
い

取
組
み
で
す
ね
。
あ
し
な
が
１
０
０
人
委

員
会
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
、

ま
た
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
垂
水
市
商

工
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
０
９
９
４ 

－

３
２ 

－
０
２
２
５
）

※
あ
し
な
が
さ
ん

小
説
「
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
」（
Ｊ
・
ウ
ェ

ブ
ス
タ
ー
）
に
ち
な
み
、
こ
の
活
動
に
賛

同
し
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
方
を
、「
あ
し
な

が
さ
ん
」
と
読
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
間
、
お
便
り
コ
ー
ナ
ー
に
載
せ

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
３
月
、
末
娘
（
中
３
）
垂
水

高
校
を
受
験
し
た
の
で
す
が
、
合
格
発
表

ま
で
不
安
い
っ
ぱ
い
の
母
で
す
。
上
３
人

垂
水
高
校
卒
業
し
ま
し
た
。
ど
う
か
合
格

し
て
４
月
か
ら
垂
水
高
校
に
入
学
し
て
通

え
ま
す
よ
う
に
！
し
ば
ら
く
仕
事
に
集
中

で
き
な
い
で
す
。
あ
と
、
12
日
後
（
こ
れ

を
書
い
て
る
日
は
３
月
４
日
）
は
ど
ち
ら

か
! う
れ
し
い
報
告
で
き
ま
す
よ
う
に
！

（
垂
水
市
在
住
／
パ
ワ
フ
ル
母
ち
ゃ
ん
さ
ん

／
50
代
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　

▼

　

パ
ワ
フ
ル
母
ち
ゃ
ん
さ
ん
、
お
便
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

３
月
16
日
に
、
鹿
児
島
県
内
の
公
立
高

校
で
、
２
０
２
２
年
度
の
入
学
試
験
の
合

格
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
垂
水
高
校
で
は
、

普
通
科
13
人
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
科
18
人
の

合
格
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
７
日
に
、

パ
ワ
フ
ル
母
ち
ゃ
ん
さ
ん
か
ら
の
お
便
り

を
い
た
だ
い
て
か
ら
、
合
格
で
き
る
と
い

い
な
と
、
広
報
担
当
の
私
た
ち
も
、
ず
っ

と
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
３
月
16
日
、
合
格
発
表
の
ち
ょ

う
ど
そ
の
日
に
、
市
民
の
方
か
ら
景
観
ス

ポ
ッ
ト
の
情
報
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

す
ぐ
に
現
場
に
向
か
う
と
、
そ
こ
に
は
、

満
開
に
咲
く
、
１
本
の
桜
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
光
景
を
見
た
と
き
、
き
っ
と
合
格
で

き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
、
感
じ
ま
し
た
。

パ
ワ
フ
ル
母
ち
ゃ
ん
さ
ん
の
娘
さ
ん
が
、

合
格
と
い
う
満
開
の
桜
を
咲
か
せ
て
い
る

こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

※
後
日
、
パ
ワ
フ
ル
母
ち
ゃ
ん
さ
ん
に
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
見
事
、「
桜
咲
く
」
と

の
こ
と
で
し
た
。合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ ▲市木地区の農地の中に立つ１本桜
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推計人口   ３月１日現在

❶総人口／ 13,263 人（-26）
❷世帯数／ 6,389 世帯（- ８）
❸男性／ 6,168 人（-12）
❹女性／ 7,095 人（-14）
※総人口減
　自然減（-20）社会減（-6）
※（　　　）は前月比
◎総務課／☎内線 357

市場休業日
４月 3 日（日）　４月 6 日（水）
４月 10 日（日）　４月 13 日（水）
４月 17 日（日）　４月 20 日（水）
４月 24 日（日）　４月 27 日（水）
４月 29 日（金・祝）
◎農林課／☎内線 240

桜島降灰収集
❶新城・柊原・牛根地区（第 1 火曜）

　４月 5 日（火）

❷上記以外の地区（第 2・4 火曜）

　４月 12 日（火）、４月 26 日（火）

◎土木課／☎内線 350

休日在宅医・薬局  ◎保健課／☎内線 164

日程 病院名 連絡先 薬局名 連絡先

4 月 3 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

4 月 10 日（日） よしとみクリニック 45-4215 小みかん薬局 32-8118

4 月 17 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

4 月 24 日（日） 池田温泉クリニック 32-6161 アルファー薬局 32-6400

4 月 29 日（金・祝）垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

5 月 1 日（日） 相良整形外科 31-3081 ライフ薬局 31-3322

5 月 3 日（火・祝）垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

5 月 4 日（水・祝）桑波田診療所 32-0002 フタヤ薬局 垂水店 32-7252

5 月 5 日（木・祝）垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

5 月 8 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

5 月 15 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

5 月 22 日（日） ふくまる皮フ科 32-7771 ヘルシー薬局 垂水店 32-9022

5 月 29 日（日） 東内科小児科クリニック 32-5522 いちご薬局 32-3656

納税等
４月分納期限　５月２日（月）
❶国民健康保険税／随時第２期

❷後期高齢者医療保険料／随時第２期

❸住宅使用料／４月分

❹保育料／４月分

❺介護保険料／第１期

◎税務課／☎内線 136■発行
鹿児島県垂水市役所
http://www.city.tarumizu.lg.jp
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2022 年（ 令 和 ４ 年 ）
４月 1 日発行／ No.132

■住所
〒 891-2192
鹿児島県垂水市上町 114

■連絡先

TEL：0994-32-1111
FAX：0994-32-6625

■編集・デザイン
垂水市役所
企画政策課　秘書広報係

■コスト
ページ単価　1.40 円（税別）
本号コスト　55 円

■定期購読
市外在住の方を対象に、ご
自宅に毎月お届けする定
期購読を行っております。
詳しくはお尋ねください。

（年間購読料 1,500 円）

■ふるさと納税
積極的なふるさと納税事
業を展開しています。ぜひ
一度、ご覧ください！
http://www.furusato-tax.jp/
japan/prefecture/46214
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